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Ｉ　 ＭＳＸ－ＤＯＳ　Ｔ００ＬＳの概要

ＭＳＸ－Ｄ（ｔ）Ｓ　ＴＯＯＬＳはＭＳＸ･-ＤＯＳ上でのプログラム開発を強力にサポート

する外部コ々ンド紺です。Ｔ００ＬＳを構成するソフトりエ｡アは、２ ８のＣＯＭ形式のフ

ァイルからなり、Ｄ Ｏ Ｓ上でコマンド行を入力することによりＤＯＳの内部コマンドと同

様め操作感覚で実行できます。

個々のコ々ンドはディスク管理、ファイル操作からカレンダーや電卓機能等、･幅広くサ

ポートし、また、パイプライン√１／Ｏリダイレクション機能（後述）によりＵＮＩＸラ

イクな入出力操作が可能です。　　　　　　　　　 二

１。１　ＵＮＩＸの入出力環境とＭＳＸ－ＤＯＳ

ＵＮＩＸオペレーティングシステj がヽプログラムの開発環境として、その実力を高

く評価される理由の一つとして、豊富なツール（ＵＮＩＸではソフトウエアを何らか

の目的を達成するための道具としてとらえる立場から個々の開発支援、 その他のプロ

グラムをこう呼ぶ）を機能や目的に応じて縦横に組合せることができるという点があ

げられます。ＵＮＩＸの環境下では、あるプロセス（綱々のプログラムの実行過程）

と他のプロセ｡スの間でデータの受け渡しを行ったり、複数のプロセスをそれぞれ独立

にディスクファイルやコンソールから入力を行ったり、プリンターやディスクファイ

ルにデータを出力したりしながら、順次実行していくなどといった柔軟性に富んだ入

出力操作が可能です。

こうしたすぐれた入出力環境を実現する共通のインターフェー･スを、ＵＮＩＸでは

ＯＳレベルでサポートし標準入出力として各プログラムが用いることができますか、

残念ながらＭＳＸ－ＤＯＳには標準入出力の概念はなく、ＵＮ Ｉ゙‘Ｘのような入出力瓊

境をＯＳのレベルではサポートしていません。　　　　　 ＼

１。２　ＭＳＸ－ＤＯＳ　Ｔ００ＬＳの標準入出力

‥　ＭＳＸ－ＤＯＳ　Ｔ００ＬＳでは、ＵＮＩＸライクな操作環境を実現するため、Ｕヽ

ＮＩＸの標準入出力をコマンド内部でシミュレートしています。

ＭＳＸ－ＤＯＳ　Ｔ００ＬＳで用いられる標準入出力は以下のような機能をサポー

トしています。（各機能の詳説は、2.入力と出力をご覧下さい）

ａ）コンソール入出力　　　　　　　 尚

通常、入力はキーボードから、出力はスクリーンに表示します。

ｂ）１／Ｏリダイレクション

入出力をディスクファイルや他のデバイスに切り換えます。

ｃ）パイプ椴能

あるコマンドのNI力から別のコマンドの入力ヘデータの受け渡しを行います。

ｄ）シーケンシャルプロセス

複数のコマンドをｊマント闘のデ ータの受け渡しなしにそれぞれ独立に実行しま

す。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 二　∧　　　　　　　　　　／

Ｔ００ＬＳ－１



２　入力と出力　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 卜

多くのツｒ ルglマントでは前述Ｑ機能を持った標準入出力がサポートされています。コ

マンドへの入力をキーボードから行ったり、あるいはスクリーンに結果を表示するといっ

た通常の入出力の他に後述のリダイレクトを用いて入力をキーポー､ドからディスク上のフ

ァイルに切り替えたり、出力をスクリーンでなく、ディスクファイルやプリンタへ転送す

ることができます。また、パイプ機能（後述）により、あるコマンドの出力をそのまま別

のコマンドの入力にあてるといったＵＮＩχライクな入出力環境を実現することが可能で

す。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ‥‥‥‥‥

２,１　 １／ Ｏ リ ダ イレ ク シ ョン　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ロ

リダ イ レ ク シE, ン によ り 標 準入 出 力 を 通 常 の コ ンソ ーフレ入 出力 か らプ リ,ンタ や フ ァ

イ ル 等 に転 送 す る こ と がで き ます 。 リ ダ イレ クト に は7 ＜ ” ， ＞゙’ の 記 号 を 用 い ま

す 。　　　　　　　　　　　 十

例 １　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ・

Ｃ ＡＬ　 ＞ＰＲ Ｎ

で は， カ レ ンダ ーを プ リ ン タ ー や出 力 し
Ｎ　　　　　　　 レ

例 ２

Ｓ Ｏ Ｒ Ｔ　 ＜ Ｌ Ｉ ＳＴ １　，＞Ｂ ：Ｌ Ｉ ＳＴ ２

で はカ レ ント ド ライブ のＬ Ｉ ＳＴ Ｉ ’とい う フ ァ イ ルを ソｒ 卜し ， Ｂ ド ラ イブ に

Ｌ Ｉ Ｓ Ｔ ２ とい う名 で フ ァ イル 出力 し ま す。　　　
■　■　　■　■　　■　　■■■■

さらにＰＡＴＣＨコマンドでは以下のようにバイナリファイルの更新データをファ

イルから受け取ることによりキー入力なしに確実なファイル更新が可能です。　
■■㎜■

ＰＡＴＣＨ　Ｆ Ｉ ＬＥ．Ｂ ＩＮ　 ＜ＥＤＩＴ．ＤＡＴ

この例ではＦ Ｉ ＬＥ．Ｂ ＩＮ　 というファイルをディスク上のＥＤＩＴ．ＤＡ

．Ｔというファイル中の更新データにしたがって更新します。（詳細はＰＡＴＣＨ

コマンド参照のこと。）　　　　　　　 下　　　　　　　　　　　　 ユ

2｡2　 パイプ機能　　　 ＼　　　　　　　　　　　　　　 つ

あるコマンドプロセスの標準出力を次のプロセスの標準入力に送りこむという操作

をサポートします。　　　　 上　　　　　＜

例　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 八

ＳＯＲＴ　 ＜Ｌ Ｉ ＳＴ１　 １　Ｈ１１ＡＤ

,ではカレントドライプのＬＩＳＴ１というファイルがソー,卜されその出力がＨ

ＥＡＤコマンドの入力となり先頭部分が画面出力されます。ユ

パイプ機能ではディスク上に中間ファイルがっくられるためディスクがライ|･プロ

テクトされた状態で使用しますと処理を中断します。通常はカレントドライブに中間

ファrfルはっくられますが、“　la　 ”　のようにブランクをあけずにドライブ名を

指定することにより、つくられるドライブを変更することができます。
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また、プロセス間の入出力の受け渡しをせずに個々のプロセスを独立に順次実行す

る場合には次に述べるジーケンシャルプlj セスを用います。　　　 ：

2｡3　 シーケンシャルプロセス

複数のごlマントプロセスを順次実行します。パイプラインのように前のプロセスの

標準出力が後のプロセスの標準入力となることはありません。　 ‥‥‥ ‥

各プロセスぱ ；”でつなぎます。

例　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ‥‥ ‥　‥

ＨＥＡＤ　Ｌ Ｉ ＳＴ　 ；　ＳＯＲＴ　Ｌ Ｉ ＳＴ

‥　　 では、Ｈ包ＡＤコマンドがＬＩＳＴというファイルの先頭部分を画面表示した

二のち同じファイルＬ Ｉ ＳＴをあらためてディスクから読みだしソートして画面に

出力します。　　　　　　　　　　 ’　　　　　 ＼　　・

注）以上述べた入出力環境は、Ｔ００ＬＳのコマンドレベルでサポートされている

ｌ　　ものであり、ＤＩＲ、ＴＹＰＥ等のＭＳχ－ＤＯＳの内部コマンドでは使用でき

ません。　　　　　尚　　　　　　　＝

３　コマンドの書式指定

ツールコマンドの書式表記法はＤＯＳの内部コマンドの表記に準拠しますが、以下いく

つか補足します。（ＤＯＳマ二こ1.アル第２部参照）

3.1　 ファイルスペッ’ク　　　　　　･I

書式中で“ファイルスペック となっているパラメータはドライブ名、ファイル名

ピリStド、拡張子名が正しい順序で並んだものを示し、ファイル名、拡張子名はワイ

ルドカードキ1ヤラクタ（＊、？）を含むことかできます。　　　　　　 ‾

さらに上記の指定を“十’またぱ 、’でつなぐこと6とよ･り複数指定可能です。（

闘のプラン々は無視されます）

ドライブ名は常に省略可能であり、デフォルトはカレントドライブとなり`ます。ま

た、ファイルスペックのかわりにファイルの間接指定（3.4 ファイルの間接指定を

参照のこと）を用いるととが可能です。　　　　　　　　　 … …

例　　　　　　　　　　　　　　　　 丿

ｂ；＊．ｂａｔ十＊．ｃ十ａ：ｓｔｄｉ ｏ．ｈ

３．２　ファイル名　 犬　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　y･

“ファイル名’で示されるパラメータはワイルドカードキャラクタを含むことがで

きないという点、複数の指定がゆるされないという点でファイルスペックと区別され

ます。その他のについては同様の指定となります。∧　一

3,1　 ドライブ名　　　　　　　　　　　　　　　　　‥ Ｉ　　　　　　… …”ふ

』ドライブ名’で示されるパラメータニは接続されているドライブ のＡ～･Ｈまでの各

ドライブ名にコ･=iン“＼:”をつけたもので示します。

Ｔ００ＬＳ－3



3.4　 フ､アイ ル の 間 接 指 定　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ＼

フ ァ イル の間 接 指 定 と は、 複 数 のフ ァ でfル を同 時 に 指 定 可 能 な コ マ ンド に つ い て、

前 述 の “フ ァ イル ス ペ ッ ク を 用 い ず必 要 な フ ァ イル 名を ま と め て ひ と つ の フ ァ イ ル

に して 、 ど1マ ント 行 で はそ の “フ ァ イル 名 の フ ァ イル? を 間 接 的 に 指定 す る･こ と で す．

フ ァ イル の間 接 指 定 に よ り 複 数 の フ ァ イル 指 定 を 簡 単 な コ マ ンド行 の 入力 で お こ な

う こ とが で き､ま す．　　　　　　..　　　　 ・　　　　・.･　　　　　　　　　　　・　l,1 ■

（1）間接指定の方法

通常のファイルスペックを指定するかわりに下記のフォーマットにしたがったフ

ァイル名のリストファイルを“［］”で囲んで指定します。コマンド側ぱ ［］”

で囲まれたファイルを間接指定用のリストファイルとしてオープ ンしその内容を通

常のファイル指定と同様に処理します。

間接指定の“［］’のなかでワ イルドカードを用いたり複数のリストファイルを

指定することはできません。また、間接指定をもちいた場合はそれのみが有効で

あり、同時にファイルスペックやファイル名の指定をしても無効となります。

（2）ファイル名のリストファイルについて

ファイルめ桐接指定のためのファイル名のリストファイルは以下のフォーマット

で作ります。　　　　　　　　　　　｡　
・　:･　　　　　　　　　　　　　　　　・

・必要なファイル名を１行にひとつだけ指定します。指定でき るファイル数に制

限はありません。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
■　■■

・ファイル名にワイルドカードはもちいられません。　　
■■　　■　　　　㎜　■

|･　　　　　　　　　　　　　　　　　　¶　　
・

・各行頭のスペース、タブは無視され最初のキャラクターからファイル名とみな

されます。　　　　　　　　　　　　　　 ＼　　　　　　　 十

（3）･間接指定の用例

間接指定の用例としてディスク上の拡張子“ｂａｔ’のついたすべてのファイル

をファイルサイズの更新日の新しい順にそのヘッダー部分を見ながら必要なら別の

ディスクにコピーするという操作を以下に解説します。

１）ＬＳコマンドのリダイレクトによりリストファイルをつくる。

ｌｓ　／ｔ／ｃ　＊．ｂａｔ　＞ｂ：ｂａｔ．ｌｓｔ

ＬＳコマンドの／Ｔ、／Ｃ　オプションによりカレントドライブのディスク上

の拡張子“ｂａｔ”をもったすべてのファイルが最新更新日の新しい順にソート

（／Ｔ オプションによる）,され一行に一ファイル名のリストが（／Ｃによる）Ｂ

ドライブにｂ ａ ｔ．ｌ ｓ ｔという名でリダイレクトされま･す。 ･
。 ･１

２）ｂａｔ．ｌｓｔをファイル間接指定のリストファイルに用いてＭＥＮＵコマン

ドにより必要なファイルをコピーする。

ｍｅｎｕ　／ｔ　［ｂ：ｂａ‘ｔ．ｌｓｔ］　　　　　　　　　　　　　
パ

これにより拡張子“ｂａｔ”をもったファイルが更新日の新しい順にプ ロンプ

ト表示され以下ＭＥＮＵコマン,ドのＴコヌ,ンドによりそのヘッダー部分を見なが

Ｔ００ＬＳ－4
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T

ら、必要ならＣコマンドでコピーすることができます。

3.5　 西暦指定　　　　　　　　　　　　 ＼

西暦年（ｙ ｙ ｙ ｙ） の入力は、４桁のうち上２桁が省略可能でありデフォルトは２

０世紀となります。　 づ　　　　　　　 し　　　 ＼

00～99 …1900 ～1999年　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ｊ

3｡6　 オプションスイッチ　　　　　　　 し

“／”にアルファベット１文字をつけた（“／Ｓ１００゛のようにパラメータを伴

うこともある）アーギュメントは、コマンドの各種のオプ ション機能を実行するため

のスイッチを意味します。アルファベットは大文字でも小文字でも有効であり、また

複数のオプションスイッチを指定する場合、スペース、タブ等で区切らずに続けて指

定可能です。

例　　　　　　　　　　　　　　　 パ　∇　　　　　　　　　　　　　 犬

①ＧＲＥＰ／Ｘ／Ｎ／Ａ一一一一　　　　　　　　　 ﾀﾞ　　　　　　　　 十

②ｇｒｅｐ／χｙ ｎ／ 万ａ ７一一八　　　　　　　　　 う

①、②どちらも有効です。

3.7　 アーギュメントの区切り　　　 ………

ツールコマンドでば、書式中“＿”であらわされるアーギユメントの区切りにはス

ペースまたはタブのみが有効です。カンマを用いることはできません。　　
パ

但じ ／Ｘ’のようなオプ シi,ンスイッチを複数指定する場合各オプション間のス

ペースは省略できます。　　　　　　　　　　　　 八　　　　　　　　　　 ‥‥‥’・

例　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 尚▽

ｇｒｅｐ／ｘ／ｎ／ａ－ “¬¬－”－＜χχχ。ヶｃ

Ｔ０ ０Ｌ Ｓ－,５



４　 ツ ール コ マ ン ド ー 覧

Ｂ Ｅ Ｂ Ｐ

Ｂ １０

Ｂ ＯＤ Ｙ･　　　　　　 －

Ｂ Ｓ Ａ ＶＥ

Ｃ Ａ Ｌ

Ｃ Ａ Ｌ Ｃ

ＣＨ Ｋ Ｄ,Ｓ Ｋ

≒ＣＬ Ｓ　　　　 ＞

Ｄ Ｉ ＳＫ Ｃ Ｏ Ｐ･Ｙ

Ｄ Ｕ Ｍ･Ｐ　　　 ご

Ｅ Ｃ Ｈ Ｏ　　　 ＜

Ｅ Ｘ ＰＡ Ｎ Ｄ

Ｇ Ｒ Ｅ Ｐ

Ｈ Ｅ Ａ Ｄ

Ｈ Ｅ･Ｌ Ｐ

Ｋ Ｅ Ｙ

Ｌ Ｉ ＳＴ

Ｌ Ｓ

しＭ ．Ｅ Ｎ Ｕ▽卜

Ｍ Ｏ Ｒ Ｅ　　　 上　レ

Ｐ Ａ Ｔ Ｃ Ｈ　　 ＝　… …

ＳＬ Ｅ Ｅ Ｐ

Ｓ ＯＲ Ｔ

Ｔ Ａ ＩＬ

Ｔ Ｒ　　　 ’

ＵＮ Ｉ Ｑ

・Ｖ ＩＥ Ｗ ’

｀Ｗ Ｃ

ｔ３Ｅ Ｅ Ｐ 音 の 発 生

バ イ オ リ ズ ム の 出 力　　　　　　　　　　　　 ＜… ……… …１

フ ァ イ ル の ヤ 部 の 切 出 し　 ＜　　　　 ヘ　　　　 ニ　 ト

Ｈ Ｅ Ｘ フ ァ イ ル の バ イ ナ リ フ ァ イ ル ヘ の 変 換　　　　 犬

カ レ ン ダ ー の 表 示

簡 易 電 卓

デ ィ ス ク の 状 態 の 表 示　　　　　　　 ト　　　　　 レ

ク リ ア ス ク リ ー ン　 ー

バ ッ クノア ッ プ コゼ ー 及 び 照 合　　　 し　　　 ‥　　 … …

フ タ･イ ル 砂16 進 ダ ン プ　　　　　　 △　　 卜　　　 ▽

コ マ ン ド 行 の 表 示　 ・ ．･．････
．･　

．　・　　　　 ・ ．　．・　．・．･･ｌ

ス ペ ー ス ・ タ ブ の 変 換

任 意 の 文 字 列 の 検 索　　　　　　　　　　　　　　 レ

フ ァ イ ル の 先 頭 部 分 の 表 示　　　　　　　 八

コ マ ン ド リ フ ァ レ ン ス の 表 示

フ ァ ン ク シ ョ ン キ ー の 設 定　　　　 ‥‥‥　　　　 ‥ ‥

Ｂ Ａ Ｓ Ｉ Ｃ の 中 間 言 語 フ ァ イ ル の ソ ー ス フ ァ イ ル へ の 変 換

デ ィ レ ク ト リ の 詳 細 情 報 の 表 示　 二　　　 ‥
‥
‥ ‥　　､

‥

デ ィ レ ク ト リ の フ ァ イ ル の 諸 操 作　 ＼

フ アヽ イ ル の 表 示　 ‥･　　　　 ＞　　　　 … … ……=△

バ イ ナ リ フ ァ イ ル の 更 新　　　
丿　　　　　　

‥ ‥ ‥

ア ラ ー ム 機 能　　　　　　　　　　　 犬 ∧　　　 八

ソ ー ト （ ク イ ッ ク ソ ー ト ）　　　　　　　　　　　 ヤ･

フ ァ イ ル の 末 尾 部 分 の 表 示　 パ　 よ　　　
卜 ＝

文 字 列 の 置 き 換 え

重 複 行 の 削 除

フ ァ イ ル の 表 示 （ ス ク ロ ー ル ）

語 数 、 行 数 、 ぺ ー ジ 数 カ ウ ン ト

Ｔ００ＬＳ－６

Ｔ
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∩

つ

５　コマンドリファレンス

5.1 コマンドリフ ァレンス表示オプション“／Ｈ”について

すべてのツールコマンドで“／Ｈ”オプションを用いることによりコ々･ンドリフｙ

レンズを表示、参照することができます。但しこの場合コマンドは実行されません。

以下ツールコマンドを アルファベット順に解説します。

Ｔ００ＬＳ－７



ＢＥ Ｅ Ｐ

書式

機能

解説

例

Ｂ Ｅ Ｅ Ｐ ［ ／ Ｈ ］

ＢＥＥＰ音を発生します。

ＢＥＥＰ音を発生します。

バッチ処理中などで用いることにより、処理の進行の目安とすることができます。

また、ＢＥＥＰコマ｡ンドでは、リダイレクトによりファイルにＢＥＬコード（１６進

の０７ｈ）を送ることも可能です。

A 〉りｅｅｐＪ

Ｂｅｅｅｅｅｅｅｅｅｅｐ ！A

〉

Ｔ００Ｌ Ｓ－'８

う

=

ぐ う
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う
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Ｂ Ｉ Ｏ

書式

機能

解説

例

ＢＩＯ［／Ｈ］＿〈ｙｙｙｙ／ｍｍ／ｄｄ）＿［〈［［ｙｙｙｙ／］ｍｍ／］ｄｄ〉］

バイオリズムを出力します。

ご出力は標準出力です（通常はＣＲＴディスプレイ）　　　　 二　 ∧　卜

生年月日を指定すると、当日と前後210 日のバイオリズムが表示されます。生年月

日の指定Iは　西暦年、月、日の順にスラッシ。｡で区切り指定します。

オプシｌ ンとして、年月日を指定すると、指定の日と前後２０日間のバイオリズムが

出力されます。この場合、年、月のデフォルトは当年、当月で省略可能ですが、月の

みの省略は許されません。　: ハ　　　　　　　　　 ノ

A〉biO 1965/3/30 Ｊ

？００Ｌ Ｓ－９



Ｂ ＯＤ Ｙ

ﾀ∩゙

つ

Q S
¶ W ,

’

書式

機能

解説

例

Ｂ Ｏ ＤＹ ［ ／ Ｈ ］＼［ ／Ｎ ］ ［ ／Ｓ 〈開 始 行 〉］二［／ Ｅ 〈終了 行 〉 ］ ＿

［ 〈フ ァ イ ル ス ペ ッ ク 〉 ］　　　　　　　　　　　　　　 犬

入力の一部を切り取って出力します。

入出力は通常標準入出力が用いられますが、=入力については〈フ:､iイルスペック〉

による、1･ つまたは複数のフフイルの指定が可能です。し　　　　ハ　ト　、

出力には入力の先頭行から｡の行番号、フ・ イル名がつきますぷ∧　　　　 十

出力の開始行､八終了行は以下のスイッチにより指定します。　 上

“／Ｓ”　入力の切り出し開始を く開始行）で指定します。･｡｡･｡｡･・　　･八

“／Ｅ’　切り出し終了行を 〈終了行〉で指定します。

以上２つのデフォルトはそれぞれ、入力の先頭、末尾行となります。

“／Ｎ”を指定すると、行番号、ファイル名等の出力が省かれ、行本体のみの出力と

なります。　　　　　　　　　　 ご

A〉body tｅｓt.ｃ /s100 /e120 J

TEST.C:

100: VOID fnkl(a ｒgl,ａｒg2,ａｒg3)

101:

120:

A〉

｝／＊

iｎt ａｒg1, ａｒg2; ａｒg3;　

［

endlof fnk1 ＊ ／

Ｔ００･Ｌ Ｓ７ １ ０
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ＢＳＡＶＥ

書式

機能

解説

り

ＢＳＡＶＥ［／Ｈ］万二〈ファイル名１〉［〈ファイル名２〉］

ＨＥＸ形式のツァ･fルをバイナリファイルに変換します。

ア セ ンブ ラ、 リ ン ガ ー 等 に より 生 成 し たＨ Ｅ Ｘ 形 式 のフ ァ イル を 入 力 す る こ と に よ

り、 Ｂ Ａ Ｓ Ｉ Ｃ の “ＢＬ ＯＡ Ｄ ’ 命 令 で ロ ード 、 実 行 が 可 能 な バ イナ リ フ ァ イ ルを 生

成 し ま す。 こ れ に よ り、 従来 の煩 雑 な フ ァ イル 操 作 なし に 、 ダ シ ン語 のル ーチ ンが Ｂ

Ａ Ｓ Ｉ Ｃ の 環 境下 で 実 行 可 能 と な り ま す。こ‥‥‥‥ ‥‥　 ‥‥‥ ‥ ‥‥‥‥‥

入力 に は 必 ず デ ィス ク 上 の ＨＥ Ｘ フ ァ イ ルを 指 定 し、 出 力 は標 準 出 力 ま た はyくフ ァ

イル 名 ２〉 の 指定 に よ り デ･1 ス ク フ ァ イ ル ヘ の出 力 も可 能 で す。　　　 … ……

入力 に Ｈ Ｅ Ｘ形 式 尼1外 の フ ァ イ ルを 指定 す る と、バ 〈フ ァ イル 名 〉　 ｉ ｓ　 ｎ ｏ ｔ

ａ　 ｈ ｅ χｆ ｉＪ ｅ ”､の エ ラ ー と なり ま す。‥‥‥‥‥､‥　　　‥　 ‥‥ ‥ ＝　　＝　　　　ノ

A,BSAVE TEST.HEX 〉TESTjBI ｒ Ｊ

ｃｏｍｐｌｅtｅ　　　　　 ト　　 ト　　
トA

〉

ＴＯＩＯＬ Ｓ－ １１



ＣＡ Ｌ

∩

ﾀﾞ∩

●へ･･9･

書式

礪能

解説

例

ＣＡＬ［／Ｈ］＿［／Ｙ 〈ｙｙｙｙ〉｜　〈･［ｙｙｙｙ／］ｍｍ〉］

カレンダーを出力します。

出力は標準出力が用いられ、通常画面表示となります。

以下オプシ１ンの指定とその機能について解説します。

①　月を指定することにより、指定の月とその前後１ヶ月のかレンダーを出力します。

月の指定は ぐｙｙｙｙ／ｍｍ〉で年、月をスラッシ､ｘで区切って行います。

各々のデフォルトは当年当月で省略可能ですが、1月のみの省略は出来ません。

②　“／Ｙ”スイッチで年を指定した場合、＼〈ｙｙｙｙ〉年の１年分のカレンダーを

出力します。

年の指定は上２桁を省略出来ます。

A〉CAL ･2 J　－

Jan 1987

Sｕ　MT ｕ　MTh　　

1

4　5　6　7　8

FS ａ239

10

SＵ

1

8

Feb 1987

MT ｕ　WTh　FS ａ2345679

10 11 12 13 14

SＵ

1

8

Ｔ００ＬＳ－１２

Maｒ 1987 ダ………MT

ｕ　WTh　FS ａ2345679101

０2 13 14
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ＣＡＬＣ

書式

機能

解説

例

ＣＡＬＣ［／Ｈ］＿（ く演算式）］

簡易電卓機能を提供します。

四則演算を通常の演算書式による計算式の入力によりおこなうことができます。

ｃＡＬｃコマンドでは演算式の入力に二つめ方法をサIポートしています。

１）コマンド行で式を指定しない場合（連続計算可）

“ｃＡＬｃ”と入力しコマンドを起動したのち、計算したい数式を入力しリターン

キーをおすと改行し計算結果を表示するとともに次の計算式の入力まちの状態となり

以下ｃＴＲＬ－ｃ、ｃＴＲＬ－ｚ、“Ｑ’またぱ ｑ”によりコ々ンドをぬけるまで

連続して計算をおこなうことができます。　　　　　 ｙ

２）コマンド行で式を指定する場合

コマンド行で計算式を入力することも可能です。但しこの場合１回の計算でコマｙ

ドを終了します。　　　 ‥

ＣＡＬＣコマンドでは、十進十二桁の精度での浮動小数点演算をサポートし、－9.99999999999E

＋99 ～９／９ ９ ９ ９ ９ ９ ９ ９ ９ ９ ９１Ｅ＋9 9 め範囲の

数値を扱うことができます。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ・

A〉CALC 12+1222.M45/2J1406.7

A〉

Ｔ００ＬＳ－１３



ＣＨＫＤＳＫ

書式

機能

解説

ＣＨＫＤＳＫ［／Ｈ］［／Ｆ］［／Ｍ］－［〈ドライブ名〉］

ディスク上のファイルの状況、ディスクの残り容量および、オプシ。ンによりメデ

ィアに関する情報を表示します。

〈ドライブ名〉で指定したドライブ（省略=はデフォルトドライブ）のデ･イスクをチ

ェックし、以下の内容について報告します。　
■■　　■　■　’

プレ　ヘ　　　　で　:･

・　全ディスク容量 …　…　　＝　　　　　　　　 八　　　　　犬　 ‥‥ ‥‥‥

・ ヶデ４スク上のファイフレ数とトータルファイルサイズハ　　　　　レ

・　使用可能ディスク容量　　　　　　　　　　　 犬　　　　　　・　　　　‥ ‥‥‥

・ デ ィスク上のファイル状況に誤りがあると、それを表示します＠　　　･｡　;･　　･｡･｡･･

つぎに示すエラーは、レ“／Ｆ”スイッチを指定した場合、自動的に修復されます。

つぎのエラーは、ユーザ、が処理を選択してください。

“／Ｆ”スイッチが指定されていると、

? ｏｎｖｅｒｔ

．

１０ｓｔ　 ｃｈａｉｎｓ　ｔｏ ｆｉｌｅｓ（Ｙ／Ｎ）

と表示されます。

この表示に対して、“Ｙ”を選択した場合には

ファイル名ＦＩＬＥｎｎｎｎ．ＣＨＫを作成し、次のような表示をします。

〈ｎｎｎｎ〉ｂｙｔｅｓ　ｄ_ｉｓｋ　 ｓｐａｃｅ　　ｆｒｅｅｄ

‥

Ｔ００ＬＳ－１４
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つ

Ｔ

また、“Ｎ”を選択した場合には、

と表 示 さ れま す。

〈フ７イル名〉ｉｓ

＿

で ｌ` ｏｓｓ　ｌｉｎｋ ｅｄ　 ｏｎ （二ll ｓtlii ｀〈il ll ll il〉

と表示されたら、それぞれ必要なファイルのコピーを作成した後、重複して

りンタしている元のファイルを消去してください。

さらに“／Ｍ’。スイッチにより

・　 クラスタサイズ及び数

・　セクタサイズ及び数

・ ディレクトリエントリーの数

などのメディアに関する幹細を表示します。

例

Ａ＞ＣｈｋｄＳｋ

Ｉ

５ １

１

０

７

１

１

ｂ ：

ｔ

ｏ

ｅ

ｓ

ｓ

ｔ

・
１

ｅ

ｒ

ｃ

ｐ

ｔ

・
ｌ

ｅ

ｏ

ｖ
ｓ
ｔ
」
‘
ｓ

ｃ

ｂ

＊

３

３

＊

＊

Ｋ
Ｋ
Ｋ

－４ａ

Ａ ＞

Ｓ
「

『

ｓ

ｅ

ｔ

Ｃ

ｔ

ｓ

ｓ

ｅ

ｒ
ｔ

・
ｌ
ｙ

ｆ

ｂ

ｔ

ａ

ｏ ｔ

ｏｔ
ｎ
ｖ ａ

ａ ｌ

／ｍＪ

リ λＴｓ
ｒ ｓ　　　 ｅ

ｓ　 ｏ

ｙ　

ｄ ｉ ｒ ｅ

ｒ
ｏ
Ｔ

ｏ
ｔ
Ａ

ｔ
ｃ
Ｆ
Ｔ

ｃ
ｅ
　
Ａ

ｅ
ｓ
ｒ
Ｆ

(１ １ ｒ ｅ ｃ １ ０
ｔ ０．ｒ ｙ　 ｅ･ｎ ｔ

ｄ ａ ｔ ．ａ　 ｓ

ｐ ｅ ｒ　 ｃ ｌ

ｙ

ｌ

ｒ

．ｒ

ｓ ｅ ｃ ｔ ｏ ｒ
ｅ ｓ

ｒ
ｒ

ｏ
ｅ

ｔ
ｔ

ｃ
ｓ

ｅ
ｕ

ｃ ｌｕ ｓ ｔ ｅｒ

ｄｉ ｓ
ｕ ｓ ｅ

ａ ｂ ｌ ｅ

Ｄ

Ｉ`

ｓ

ｓ
ｓ
ｌ
ｉｄ

ｋ

ｒ

Ｓ

ｃ ｅ

ｅ ｓ
ｓ ｐ ａ ｃ ｅ

Ｔ００Ｌ８－１５



ＣＬ Ｓ

書式

’Ｃ Ｌ Ｓ ［／Ｈ ］

機能

スクリーン画面をクリアします。

解説

Ｃ Ｌ Ｓ コ･マ ント で は 標 準出 力 に Ｃ ｔｒ」 －Ｌ （ ＯＣ Ｈ ） コ ード を 送 るこ とに よ り 画

面 を クリ ア し ま す。 そ の た め リダ イ レ ク ト によ り フ ァ イル に ＯＣ Ｈ コ ード を 送 る こ と

も可 能 で す。　　　　　　　　　　　　　　　　
Ｉ　　　　　　・　　　　　・　　。　　　　　・

Ｔ００ＬＳ－１６
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Ｄ Ｉ Ｓ Ｋ Ｃ Ｏ Ｐ Ｙ

書式

ＤＩＳＫＣＯＰＹ［／Ｈ］［／Ｖ］［／Ｃ］＿［〈ドライブ名１〉］二

［〈ドライブ名２〉］

機能　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ダ

ディスク単位でのバックアップコピー及び照合を行い･ます。　　　　Ｉ

解説

う　　　 例

〈ドライブ名１〉で指定されたドライブのディスクの内容をすべて〈ドライブ名２〉

のディスクにコピーします。

ＤＩＳＫＣＯＰＹコマンドにより出来た２枚のディスクは同一のファイル内容をも

ちます。ＣＯＰＹコマンドと違い、不連続のフ･アイルを連続したファイルにコピーす

ることは出来ません。また、〈ドライブ名２〉のディスクの元のファイルは、ＤＩＳ

ＫＣＯＰＹによってすべて失われてしまいます。

属性の異なるメディア闘でのコピーは出来ません。

ディスクドライブ名のデフォルトは１．２’ともそれぞれカレントドライブとなりま

す。　　　　　　　　　　　　　　　　　　∧

・“／Ｖ’スイッチを指定するとディスクのコピーではなく照合のみを行います。

“／Ｃ’スイッチを指定するとコピーの実行に続いてディスクの照合を行いまず。

A〉diｓkcopy　 ａ s　b : J

So ｕｒce di ｓk a ；

de ｓtｉｎａtion di ｓk　b;

ｓ tｒike a key lghen ｒｅａｄy J

all dat ａ ａｎｄ ｆｉｌｅ ｏｎ ｄｅｓtｉｎａtion di ｓkli

ll be e ｒａｓedl

0.K ？ Ｊ

ｃｏｍｐｌｅtｅ!

ｃｏｐy ｏtheｒ disk 〈yﾉN 〉 ？NJ

A〉

Ｔ００Ｌ Ｓ－１７



Ｄ ＵＭ Ｐ

八

八

ゝ I ､ W .

書式

機能

解説

例

ＤＵＭＰ［／Ｈ］

＿［／Ｅ

［／Ｎ］＿［／Ｂ〈１行の ﾊﾞｲﾄ 数〉］＿［／Ｓ〈開始バイト〉］

〈終了 バイト〉］＿［〈ファイルスペック〉］

ファイルを１６進及びキャラクタによりダンプします。

入 出 力 に は通 常 標 準 入 出力 が 用 い ら れ ま す が、 入 力 に は 〈フ ァ イ ル ス ペ ッ ク〉 によ

る １つ ま た は 複 数 の フ ァ イ ル が 指定 可 能 で す。　　　　　　

■　■　　　　　■■■　　　。
、　

。’

ダ ン｡プ 屹は 、 １ ６進 数 と Ａ Ｓ Ｃ Ｉ Ｉ キ ャ ラ ク タ ーが 用 い られ 、」 ６ﾉ 伺 卜毎 に 改 行

し、 標 準 出力 に 表示 さ れ ま す。 さ ら に、 “／ Ｂ ” ス イ ッチ に よ り 行 毎 の バ イ ト数 を ユ

ーザ ーか 指定 可 能 で す。

警／ Ｓ ”プ ／Ｅ ’ の 各 ズ イ ぷチに よ り 、 ダ ンプ の開 始 バ イ ト、 終了 バ イ トを そ れ ぞ

れ １ ６進 数 で 指定 出 来 ま す 。 デ フ ォル ト はフ ァ イル の 先 頭 及 び 末 尾 で す
＠　　’　　 。・

“／Ｎ ’ は フ ァ イル の ア ド レ ス番 地 及 び キ ャ ラ クタ ーダ ンプ を 省 き １ ６進 数 ダ ンプ

リ ス ト の みを 出 力 しま す 。／“／ Ｂ ” オプ ショ ンと の 組 合 せ で １ 行 の バ イト数 を 変 更 す

る こ とに よ り 、 例 え ば １行 に １バ イ トず つ 出力 し リダ イレ ク ト によ り フ ァ イ ル に す る

な ど の操 作 が 可 能 で す。

A〉DuMP ABc.coM /EF8 J

0000 ； c3 126･12 11 Fg FF cD 8a 26 21 13 00 39 5E 23 560010 :.21 01 00 cD F5 27 cA 02 02 21

13 00 39 58 23 56

0020 : 21 02 00 cD 21 28 cA 7c 01 21 01 00 EB 21 08 00

00FO : 3Ｈ5 CD 25 0C DI D1 22 39

Ｔ００ＬＳ－１８

&..y...&!..9 ＾奮V...

Ｕ'...!..9^IV...!(.

｜.!...!..

9..χ.‥ ”9



こ

う

Ｅ Ｃ Ｈ Ｏ

書式

機能

解説

例

ＥＣＨＯ［／ＨＩ ［〈アーギュメント〉］

コマンドアーギュメントを標準出力に出力します。

コマンド行で指定したアーギュメンIヽ をそのまま標準出力に出力します。

a〉echo helloJhello

A〉

Ｔ００ＬＳ－１９



Ｅ Ｘ Ｐ Ａ Ｎ Ｄ

書式

機能

解説

ＥＸＰＡＮＤ［／Ｈ］［／Ｒ］［／Ｆ］＿［＜ファイルスペック＞］

スペース・タブの変換をします。

オプションを省略した時、タブをスペースに変換します。

“／Ｒ” オプションにより、反対にスペースをタプ にまとめることが出来ます。さら

に、‘’／Ｆ”オプションをもちいることにより各行頭から最初のキャラクター（スペ

ース、タブ以外の）間のみで変換をおこなうことが可能です。これにより例えば、プ

ログラム中の文字列デー夕内のスペース、タブが変換されてしまいコンパイル後、実

行時に予想外の表示がなされるといったトラブルを防ぐことができます。

Ｔ００ＬＳ－２０

つ

へ

.

へ･.
●.,



う

二

Ｇ Ｒ Ｅ-Ｐ

書式

ＧＲＥＰ［／Ｈ］［／Ｘ］［／Ｃ］［／Ｎ］［／Ａ］
よ

“〈文字列〉’＿

［〈ファイルスペック〉］

機能

入力から任意の文字列を検索し、出力します。

解説

例

入 出力 は 通常 標 準 入 出力 が 用 い ら れ ます が、 入 力 に は くフ ァ イル ス･ペ ッ ク） に よ る

１つ ま た は 複 数 の フ ァ イル が 指定 可 能 で す
○　　　　：　　　 ＼． ・ ．･･．：．　･．●．

．　　・・

犬文 字 列 はダブ ル クォｆ テ ー シ ョ ン で囲 み必 ずフ ァ イ ル ス ペ ッニク の前 で 指 定 し ま す ．

入力 中 の 検 索文 字 列を 含 む行 を 先 頭 か ら の行 番 号を つ け て 出 力 し ま す1, 入 力 が フ ァ

イル スペ ッ クの 場 合、 フ ァ イル 単 位 で フ ァ イ ル名 と と もに 出 力 さ れ ま す ．卜

文 字 列 中 で 大 文 字 、 小 文 字 は 区 別 ざ れ ませ ん．　　　　　　　　 コ　　 ト

Ｇ Ｒ Ｅ Ｐ コ マ ンド に は多 くの ス イ ッチ があ り 、 こ れ らを 有 効 に 組 み 合 わ せ る こ と に

よ り 、 コ マ ンドを 効果 的 に 用 い る こ と が出 来 ま す．

“／ χ ”

“ ／ Ｃ ”

“ ／ Ｎ ゛

“ ／ Ａ ”

指定した文字列を含まない行を返します。

指定した文字列を含む行数のみを返します。

行番号。ファイル名を省きます。

大文字。小文字を区別して検索します。

A〉gｒep “fpｒintf( ”　FILEJ

A:FILE

7:　　　　　fp ｒintf( ｓtdeｒｒ,“Z ｓ”,MESSI) ；

8:　fp ｒintf(stde ｒｒ,“ χｄ Ｈ ｎｅ ｃｏｎtａｉｎ …

A 〉

21: fpｒintf（ｓtdeｒｒ,“U 咄ｎｏｓl ｓlitch …9

Line ｓ ｃｏｎtａｉｎ “fpｒintf（”

Ｔ００ＬＳ－２１



Ｈ Ｅ Ａ Ｄ

書式

機能

解説

例

μＥＡＤ［／Ｈ］……［／Ｎ］［／Ｌ 〈出力行数〉］＿［〈ファイルスペック〉］

入力の先頭から指定された行を切り取って出力します。

入出力は通常標準入出力が用いられますか、入力にづいては〈プtr イルスペック〉

で１つまたは複数のファイルが指定可能です。▽　=丿　 …　　　 ☆　　　卜

入力め先頭行から指定の行数を切り取り、＼行番号、残り行数、入力がファイルスペ

ックである一場合、フノアイル名をつけて出力します。こ=の際各行は、コンソール画面幅

を超えた部分については出力されません。

出力 の内容は以下のスイッチにより変更可能です。　丿　　　　　　　 二

･／Ｌ” 先頭から何行出力するかを 〈出力行数〉で指定します。

指定のない場合、先頭ｶ らヽ１０行分の出力となります。

“／Ｎ”　スイッチを指定すると、行番号、フタイル名等すぺｔ 省かれ、行本体

のみの出力となります。この場合の出力は画面幅:と無関係に全て表示

されます。　　　　　ダ　　=ｽ　　 十　　　　　‥‥　‥‥ ‥‥

A〉head tｅst.doc J　　TBST.DOC :

1: lｓt line　　2:

2ｎd liｎｅ

A〉

10: 10thli ｎｅ

Ｔ０ ０Ｌ Ｓ－ ２１２
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Ｈ Ｅ Ｌ Ｐ

書式

機能

う　　　 解説

｜

例

ＨＥＬＰ〈コマンド名〉

または、

〈コマンド名〉　／Ｈ

ツ ール コ マ ン ド の リフ ァ レ ン スを 出 力 し ま す 。

「 Ｍ Ｓ Ｘ － Ｄ Ｏ Ｓ ツ ー ル の コ マ ン ド す べ て に つ い て Ｈ Ｅ Ｌ Ｐ に よ
７ て

参 照 す る こ と が

で き ま す
＠･　　　　　　　　　　　･･．・　　．　

．　　　　Ｉ　　　　　　　　
Ｉ
Ｉ　 ．　　　　

．･･　|･　･．･ｊ

（但 し 、 Ｈ Ｅ Ｌ Ｐ コ マ ン ド で Ｍ Ｓ Ｘ － Ｄ Ｏ Ｓ の 内 部 コ マ ン ド を 参 照 す る こ と は で き ま

せ ん ）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 卜　　 ∧

ま た 、 各 コ マ ン ド で ‘ ／゙ Ｈ ” オ プ シ ョ ン を 指 定 す る こ と の よ っ て も 同 様 の ヘ ル プ メ

ッ セ ー ジ を 表 示 し ま す ．

A〉help kgyJ

MSX-DOS T00LS 冊LP KBy

Di ｓplay ｓ ｏｒ ｅｒａｓｅｓ fｕｎｃtｉｏｎ ..

‘ON/OFF'..

Uｓａｇｅ: key /h　..･....

Ｔ００Ｌ Ｓ･－２ ３



Ｋ Ｅ Ｙ

書式

機能

解説

例

ＫＥＹ［／Ｈ］［／Ｉ］＿［ＯＮ［ ＯＦＦ］＿

［〈ファンクションキー番号〉，〈設定文字列〉］･…･

ファンクションキーに文字列を設定します。

画面最下行に現在のファンクションキーの設定を表示（ＫＥＹ　 ＯＮの状態）した

り、消去（ＫＥＹ　 ＯＦＦ）したりすることができます。

コマンド行で変更したいファンクシ１ンキー番号（１～１０）に続いて、設定文字

列を入力することにより、ファンクションキーの設定をします。キー番号と文字文字

列はコンマで区切町ます。j　　　二

設定文字列中にプ ＣＲ”“ＥＳＣ”などのコントロールコードを入力したい場合、

“￥ｈｈ’のように“￥”に続けて２桁の１６進数でキャラクターコードを入力しま

す。

設定文字列の長さは１５文字まで指定可能ですが１６文字以上の文字列を指定する

ど Ｆｎ　ｓｔｒｌｎｇ　ｔｏｏ　ｌｏｎｇ”（ｎ ，は指定したファンクションキー

ナンバー）のエラーとなります。

ＫＥＹ のＯＮ、ＯｉtＦの指定はコマンド行の最初のアーギュメントで行い、省略す

るとコマンド実行以前の設定となります。

“／Ｉ’オプションはファンクションキーをＢＡＳＩＣの初期設定に再設定します。

また、文字列中にツールコマンドのアーギ。メントの区切として使われる文字（プペ

－ス、タブ、　l.

指定したい場合、

Ｓ
’
ＦＩ　

ゝ　

・
＜ ●　

ゝ ．　
１＞ ゛

、 ゝ
／゙Ｉ 、 １；゛ 、 ’ｌｌ ）．を

“ＤＩＲ　／Ｗ”などのようにダブルクォーテーシ９ンで囲みます。

A〉key､off 1,“DIR/W ￥OD” J ・

(ファンクションキー１にＤＩＲ／Ｗと改行コードを設定)

･Ｔ００ Ｌ Ｓ－ ２４
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ＬＩＳＴ

書式

機能

解説

例

ＬＩＳＴ［／Ｈ］＿〈ファイル名〉

ＢＡＳＩＣの中間言語ファイルをソースファムfルに変換し出力します。

Ｄ Ｏ Ｓ上でＢＡＳＩＣのプログラムリストを見ることが出来ます。　 し

入カファイルには〈ファイル名〉により必ずＢＡＳＩＣのテキス1 （ヽ中闘言語）フ

ァイルを指定してください。それ以外のソツァイルを指定すると、

“＜ファイル名＞　ｉｓ　ｎｏｔ　ａ　　ｂａｓｉｃ　ｂｉｎａｒｙ　ｆｉｌｅ”

のエラーとなります。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ‥‥‥:

A,liSt TEST､BAS J

100CL 醐1024 ， 圖 聊-･ …･･110

FOR L=O TO≒-･･･　　　丿

150 END

A ＞

Ｔ００ＬＳ－２５



Ｌ Ｓ

書式

機能

解説

例

ＬＳ［／Ｈ］［／Ｌ］［／Ａ］［／Ｂ］［／Ｃ］
八［／Ｄ］［／Ｓ

Ｌ／Ｔ］

［／Ｒ］＿［〈ファイルスペック〉｜　〈ドライブ名〉］

ディレクトリの詳細情報をll 告します。

オプシEIンを指定しない場合、カレントド､ライブのディレクトり下のファイル名を

アルファベット順にソートし、 スクリーン幅に合わせて改行し表示します。 犬

“／Ｌ”オプションにより一以下の情報を付加も、各ファイルごとに改行して表示し

ます。 、　　 ／

・最新更新日時

・ファイルサイズ

以下のスィッチにより表示の内容，形式を変更することが出来ます。

“／Ａ”　一行に一一ファイルずつファイル名とファイル属性　を表示

“／ Ｂ ”

“ ／ Ｄ ”

ガ
　

ガ

ファイルサイズ　〃

ファイルの日付　〃

．“／Ｃ”　表示の形式を一行に一ファイルにする

ファイルの表示順序は以下のスィッチにより変更出来ます。

。‘?／Ｔ”　最新更新日の新しい順に表示

・“／Ｓ”　ファイルサイズの大きい順に表示　　　　　　　　　　　　　　 し

。“／Ｒ”　上記２つのスイッチとそれぞれ組み合わせることによ:り、各々逆に表示

します。単独の場合、アルファベット順の逆順となります。 八　　 犬

尚、“／Ｔ３１　　･ｌ／Ｓ”が共に指定された場合“／Ｔ ”のみが有効となり日付順に

表示されます。

A〉lｓ /b/d/t b:J　　　 （日付の新しい順にソート）ATEXT.DOC

1987-01-2H2:30　232345Byt ｅs

BTEXT.DOC 1987-01-22 10:00　23358Byt ｅｓ

CTEXT.DOC1986-12-24 11:30　345112Byt ｅｓ

ＩＴ００ Ｌ Ｓ－ ２６
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∩

⌒ へ

ZTEXT.DOC 1985-09-15 12:30　　2212Byt ｅｓ

ＴＯＯＬＳ７２７



Ｍ ＥＮ Ｕ

書式

機能

解説

ＭＥＮＵ［／Ｈ］［／ＴＩ／Ｓ］［／Ｒ］＿（〈ファイルスペック〉｜　くドライブ名）］

ディスク上のファイルについて，連続してデリード，リネーム，タイプ，ダンプ

などの処理を行うことが可能です
＠　　　　　Ｉ　　　　　　　　．　’　．

“ＭＥ･ＮＵ”と入力すると、カレントドライブのデ ィスク上のファイル名が、アル

ファペット順にプロンプト表示されます。下記のサブコマンドにより各ファイルにつ

きこ1ピー、リネーム等様々な処理を行うことができます。

またカレントドライブについてのみでなくドライブ名やファイルスペックの指定に

より他のドライブや特定ファイルの指定が可能です。

以 下 各 コ マ ンlf 操 作 につ い て 解 説 し ま すｏ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Ｉ

・　 Ｅ ＳＣ　ｏｒ“Ｑ ”、　 ＾Ｚ　ｏｒ　　^ Ｃ　 ：　ｊ マ ン ト処 理 の中 止

・　 ＳＰ Ａ Ｃ Ｅ　 ｏｒ　　 Ｊ　　 ：　現 在 表示 さ れて い る フ ァ イ ル につ い て 何 も処 理

じ ま せ ん。 次 の フ ァ イ ル につ い て 処 理 命 令待 ち

の状 態 に なり ま す。　　　　　　　　　　　　 ン

。“Ｅ ”　 ：　 表 示 中 の フ ァ イ ルを 消去 し ま す。

。“Ｒ ”　 ：　 表示 中 の フ ァ イ ルを リ ネ ー ムし ま す。 新 し い フ ァ イル ネ ーム を

ひ き続 き入 力 し ま す
０　。．　　　　　　　　　　　　　　　　　　Ｉ

．　”Ｔ ”　 ：　 フ ァ イ ル の先 頭 の １ ０行 を タ イプ ア ウ トし ま す。

。“Ｄ ”　 ：　 フ ァ イ ル の先 頭 か ら １画 面 分 のダ ンプ リ ス トを 表 示 し ま す 。

。“Ｃ ”　 ：　 フ ァ イル を 他 のフ ァ イル に コ ピ ーし ま す 。 “Ｃ ” を 入 力 後 、

ぴ き続 きコ ピ ー先 の 〈フ ァ イル 名 〉 を 入 力 し ま す。

・　 Ｂ Ｓ　 ：　 １つ 前 のフ ァイ ル に プ ロ ンプ トが戻 り ま す。

“Ｔ ” 及 び Ｄ゚ ” を 実 行 し た 場 合、 プ ロ ン プ ト の フ ァイ ル名 は 実 行 前 の も の が ひ き

続 き 表 示 さ れ ま す。 従 っ て、 フ､アイ ル の内 容を 確 認 し た 後、 デ リ ー ト、 等 の処 理 を 行

う こ とが 可 能 で す。

フ ァイ ル の 表 示 順 序 は以 下 の ス イ ッ チに よ り 変 更 で き ま す。

“／Ｔ ”　 フ ァイ ル の 日 付 の 新 しい 順 に 表示

“／ Ｓ ’　 フ ァ イ ル サ イ ズ の大 きい 順 に 表 示

“／ Ｒ ”　 ’‘／ Ｓ･” “／ Ｔ ” と組 合 せ て それ ぞ れ の逆 に 表 示、 単 独 で はア ル フ ァ ベ

ッ ト の逆 順 に表 示 し ま す 。

’ “／Ｔｌｓ，　“／ Ｓ” を 同 時 に 指 定 し た 場 合 ／゚ Ｓ ” は無 視 さ れ 日 付 順 に 表 示 さ れ ま す。

Ｔ００Ｌ Ｓ－２８
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Ｔ

例

A〉ｍｅｎｕ J

CO四ND.COyl: J

醐DOS.5yS:J

TBST.C:Renale

NS FILE N崩B :TESTI.CJCompletel

TEST2.C:Oｕit

A〉

へ

Ｔ００ＬＳ－２９



Ｍ ＯＲ Ｅ

書式

機能

解説

例

ＭＯＲＥ［／Ｈ］［／Ｐ〈行数〉］＿［＜ファイルスペック＞］

標準入力から標準出力へ１画面分ずつ区切りながら表示します。

標準入力からの、または指定のファイルの内容を標準出力（通常はＣＲＴディスプ

レイ）に１画面分表示します。入力がさらに続く場合、画面最下部に

“＝－一一ＭＯＲＥ？＝一一＝”

と表示されキー入力待ちの状態となります。

さらに、スペースキーをおすことにより、次の１画面分、リターンキーをおすことに

より次の１行が表示され、再度キ一入力待ちとなります。

以下、入力（ファイルまたは標準入力）の斡りまで同様の操作により表示すること

が出来ます。

また、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・

／゚Ｐ〈行数〉”により１画面の出力行数を任意にかえることが出来ます。

“Ｑ”（ＱＵｉｔ）キーを押すことによりコマンドは中止されます。

“Ｓ”キーにより、現在表示中のファイルから次のファイルにスキップして出力

します。入力が標準入力の場合や１ファイルのみ指定の時などはコマンドの終

了となります。

A，MORB TBST.DOC J

T旧S IS TEST FILE FOR MORE COMMAND

＝＝９＝MO 囲 ？＝＝＝＝

この状態でスペースＫｅｙをおすことにより

出力が再開されます。

Ｔ００ Ｌ､Ｓ－ ３０
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Ｐ Ａ Ｔ Ｃ Ｈ

書式

機能

解説

ＰＡＴＣＨ［／Ｈ］［卜／Ｓ〈ダンプ開始バイト〉］。 〈ファイル名〉

バ イナ リフフ ブ イル を 更 新 し ま す。

コマ ンド 行 の入力 に よ り 指 定 の フ ァ イル が ス クリ ー ンに １ ６進 で 表 示 さ･れ、 パ ッ チ モ

ード （フ タ イル 更 新 モ ード ） と な りこま す。 カ ーソ ル を 自 由 に 動 か し ス ク リ ー ン上 の 数値

を 変 吏 す る こ とに よ り 、 指 定 のバ4 ナ リフ・ イル を 吏 薪 す る こと が で き ま す。レダ ンプ開

始 バ イ トぱ ／ Ｓ’ オ プ シｇ ンに よ り ４桁以 内 の １ ６進 数 々!指定 可 能 で す。 指 定 し ない

場 合フ ァ イル の先 頭 （ ０ バ イ ト） か ら とな り ま す 。八

ｔ　　　　　　　　　　　　　　　　　
。　　　　　　 ．　　　　　　　　　Ｉ　　　　　　　　･

Ｉ･Ｉさ らに Ｅ Ｓ Ｃ キ ーに よ り こ?マ ン トモ ード に 入Iり、 フ ァ イ ル の 任 意 の バ イ トを 指定 し更

新 す る こ とが 可 能 で す 。 以 下 各 モ ード で 使 用 で き る キー 、 コ マ ンド に つ い て 解 税し ま す。

パ ッチ モ ード　　　　　　･･

パ Ａ４ １夕ＳＩ １１１～ ９’ の各 キ ー

al ）ｓ
ゝ　gl

ゝJ鈴

カーソルキー ・

スペースキー

バックスペスキー

ＥＳＣキー　または、“Ｓ”

コマンドモード

“Ｐ”Ｊ

“χ”Ｊ

“Ｑ ”Ｊ

〈ダンプ開始バイト〉の指定

更新したいバイl･の１６進表示上4こカーソルを移

動し各キーを入力することによりメモリー上のフ

ァイルイメージを変更します。

それぞれ１画面分前（Ｐキー）、後（Ｎキー）ヘ

ダンプ表示を進めます。

カーソルを任意のバイト上に移動します。

カーソルを右に一つ移動。

カーソルを左に一つ移動。

コマンドモードへ移行。

パッチモードに戻ります。

更新したメモリー上のファイルを セーブしてコマ

ンドを終了します。

更新したメモリー上のファイルを セーブせずにコ

マンドを終了します。，

ダンプ開始バイトを１６進数４桁ｇ内で指定しリ

ターンキーを押すことにより指定のバイトからダ

ンプ表示されパッチモードに戻ります。

･Ｔ ００Ｌ Ｓ －３１



Ｓ Ｌ Ｅ Ｅ Ｐ

Ｔ

'つ

ゝ,W･aJ

書式

ＳＬＥＥＰ［／Ｈ］［／Ａ］［／Ｂ］］乙［［〈ｈｈ〉，］〈ｍｍ〉，］丿〈ｓｓ〉

機能

解説

例

システムを一時休止状態にします。

ＳＬＥＥＰコマンドではシステムの再開時を時（ｈｈ）、分（ｍｍ）。、秒（ｓｓ）

で指定しますが、指定の時間はデフ
ェオル

トでシステム再開までのインターバル時間と

４なり ７／Ａ”オプシｇン指定時には時刻、すなわちｈｈ時ｍ
即分ｓｓ秒までのシス

■　　　■　　　　：　　　．Ｉ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ゝ
テム休止となります。時、及び分は省略可能ですが、分のみの省略や“／Ａ”オプシi,

ン指定時の時
≒ゝ
分両方の省略は無効です。またこの場合、時のデフォルトは当時刻

となります
●　　　　　　　　　　　　・　　　＼　　　　　　　　　　　　　　≒

“／Ｂ”スイッチにより、システ､ムの再開時にＢＥＥＰ音を発生し、アラームとし

て用いることが出来ます。

ＳＬＥＥＰコマンドは１／６ ０秒に１回の割り込みをカウントすることにより時間

を計っているため内部にクロックを持たないＭ Ｓ Ｘで も動作することができますが、

この場合“／Ａ”を指定した場合でも時刻の指定とはならず、インターバル時間とし、

て処理されます。　　　 ＼

A〉ｓleep /b 20 J　　　I

BE11－P･ 1A

〉

Ｔ０ ０Ｌ Ｓ－,３２



Ｔ

Ｓ Ｏ Ｒ Ｔ

書式

機能

解説

例

ＳＯＲＴ［／Ｈ］［／Ａ］へ［／Ｒ］［／Ｓ〈桁数〉］＿［〈ブアイルスペヅク〉］

文字列データをソート（並べ替え）します。

入出力は通常標準入出力が用いられますが、入力については〈ファイルスペック〉

でファイルの指定が可能です。　　　　　　　　　　　　　　　　∧

入力されたアスキーコードのデータを各行の一文字目からを対象に判断し、各行

を特殊文字１．２． ３．－、Ａ．Ｂ．Ｃ． こ･、ア。イ。ウ。エ、順に並べ替えを

します。アルファベットはアルファベット順にソートされた後、大文字。小文字の

順に出力されます。　　　　　　　　　　　　　　　　　 ‘

“／Ｒ”オプ ションをつけることにより上記の逆順にソートします。

“／Ｓ”オプ ションセは各行の何桁目からを判断の対象とするかを桁数で指定しま

す。ＴＡＢ は相当数のスペースとして数えます。

２つのオプ ションは同時に指定出来ま曳、　　　　　　　　　　　　　　 丿

“／Ａ’オプションによりフスキーコード順のソートをします。　　　　 丿

“／Ｒ”ど ／Ａ”を同時に指定した場合、アスキーコード順の逆ソートとなりま

す。

Ａ〉ｓｏｒｔ ｔｅｓｔ ．ｄａｔ Ｊ

１ ２ ３

４ ５ ６

Ａ Ｂ Ｃ

ａ ｂ ｃ

Ｂ Ｂ Ｂ

ｂ ｂ ｂ

ｙ イ ウ

ｚ 才 力

A 〉

Ｔ００Ｌ Ｓ－３３



Ｔ Ａ Ｉ Ｌ

書式

機能

解説

例

ＴＡＩＬ［／Ｈ］［／Ｎ］ Ｅ／Ｓ く開始行）｜／Ｌ く出力行数）］

＿［〈ファイルスペック〉］

入力の末尾から指定された行を切り取って出力します。　■
■■■■

入出力は通常標準入出力が用いられますが、入力については くファイルスペック）

で１つまたは複数のファイルが指定可能です。　　　　 犬　　　　　　　　　　　 ：

入力の末尾から指定の長さを切り取り、行番号、入力がファイルの場合、ファイル

名岑つけて出力します。出力の開始位置は以下のスイッチにより指定します。

“／Ｓ”　出力の開始行を〈開始行〉で指定します。

フ ／Ｌ”　木尾の何行岑指定するかを く出力行数）で指定します。

ｇ上どちらも用いない場合、末尾｡10 行の出力となります。

”‘／Ｎ" ス イ ッ チを 指 定 す る と 、 行 番 号 、 フ ァ イル 名 が 省 か れ 、 行 本 体 の み の

出力 とな り ま す。　　
Ｌ・　　　　　　　　　。ダ　　　　　　　　　　　　　　　I　　　　I.

A〉tail b:t ｅｓt.doc J　　　B:TEST.DOC

1225: l inｅ 1225

1234: Hne 1234

A〉

Ｔ００ＬＳ－３４

口

う
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つ

つ

Ｔ Ｒ

書式

ＴＲ［／田 ［／Ｗ］［／ｐ］［／Ｓ］［／Ｉ］［／Ｃ］［／Ｎ ］
－

“〈文字列１〉”－［“〈文字列2.〉”］－［＜ファイ?レスペック＞］

機能

文字、文字列の置き換えを行います。

解説

ＴＲコマンドでは、入出力は標準入出力ですが、＜ファイルスペック＞によりひと

つまたは複数めファイルを指定可能です。また、 ’‘／Ｗ”スイッチにより、２種類の

置き換えが選択可能です。“／Ｗ”を指定しない場合、文字単位の置き換えを行いま

す。〈文字列１〉に含まれる文字が入力中に見つかると、その文字に対応するイ文字

列２〉の文字に置き換えます。

また、“／Ｗ’スイッチを指定しない時にのみ、7 ／Ｃ’゚スイッチが使用出来ます。

“／Ｃ”スイッチは〈文字列１〉に含まれない入力中の文字を 〈文字列２〉に置き換

えます。　　　　　　　　　　　　　＼　　　　　　　　　　　　　　　＜

“／Ｗ”を指定した場合、単語単位での置き換えを行います。 〈文字列１〉と完全

に一致する文字列が入力中に検出されると、 〈文字列２〉に置き換え出力します。

①文 字 列 の 指定 につ い て　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
十

・文 字 列 はダ ブ ル コ ーテ イ ジョ ンで 囲 み ま す
○　　　　　　　　　　　　　　　･。　　　’

・　〈文 字 列 １〉 は省 略 出 来 ま せ ん。 ま だ ／ Ｄ ” ス イ ッチ 指 定 時 に は 〈文 字 列 ２ 〉

は指 定 で き ま せ ん。

・文 字 列 は２ ５５文 字以 下 で指 定 し 途 中 に ヌ ル キ ャ ラ クタ ーを 含 ん で は い け ま せ ん。

・ 次 の三 つ の キ ャ ラ クタ ー は文 字 列 中 で 機 能 コ ー ド と し て 特 別 の 意味 を も ちま す。

‘－’ （ ハ イフ ン）　　　　　　　　 ∧

二 つ の文 字 ま たは 数 字を タ ーン で つ な ぐ こ と によ り 文 字 また は数 字 の 範 囲

の指 定 とな り ま す。　　　　　 二　 ∧

例　 “ １－Ｎ ’ と 指定 す る ど Ｉ ＪＫ Ｌ Ｍ Ｎ ” の指 定 と同 等 と なり ま す。

‘＊ ’ （ ア ス タ,リ ス ク）

文 字 ＊Ｎ （Ｎ は 数 字 ）で 同 一一文 字 Ｎ 個 の文 字 列 を 意 味 し ま す。/　　　　 ，

例　 ｌ‘Ｚ ＊ ５ ’ ぱ Ｚ Ｚ Ｚ Ｚ Ｚ” と同 等 と な り ま す。

￥’（円記号）

タブやキャリッジリターンなどの特殊コードやハイフン、アスタリスクな

どを文字列の要素として指定したい場合‘￥’の後に以下のような指定をす

Ｔ００ＬＳ－３５



ることにより可能となります。

“￥ｎ.”　　　　　　　　: ラインフィード（ＯＡｈ）

“￥ｒ”　　　　　　　　：キャリッジリターン（ＯＤｈ）

“￥ｔ”　　　　　　　　：タブコード（０９ｈ）　　　　　　　　　　　▽

“￥ｘ〈１６進２桁〉ノ’: ‘ｘ゛ の後に２桁の１６進数でこ!－ドを指定

’‘￥ く８進３桁）”　　 ：３桁の８進数で指定　例｡ “￥102 ” ぱ Ａ”

“￥ 〈文字〉”　　　　 ：円記号の後の文字はそのまま文字列の要素となり

ます。たとえば“￥￥”のように円記号を文字列

に指定可能です。

②オプションスイッチについて

ＴＲコマンドには以下のようなオプションスイッチが指定可能です。

“／Ｈ”　ヘルプメッセージを出力します。

“／Ｗ”◇単語単位セIの置換（デフォルトは文字単位）をします。

“／Ｃ”　 く文字列D4 こ含まれない文字を置換します。（“／Ｗ”Ｊｔｉ定時は無効）

“／Ｎ”　ファイル名を出力から省きます。　　　　　　　　　　　　　　　　　 パ

“／Ｄ”　 〈文字列１〉の文字または語を入力中から削除して出力します。

“／Ｓｙ　 同一の置き換えが連続する場合、１回の置き換えにまとめて出力します。

（“／Ｗ’≒ “／Ｄ”のどちらかが指定されている場合“／Ｓ”は無効）

』／I ”▽複数の連続したスペース、タブを１スペースとしてマッチングを行います。

③エラーメッセージ、警告メッセージ

ＴＲコマンドでは文字列、オプションの指定が多様であるため発生する様々なエラ

ーにユーザーが適切に対応可能なよう以下のようなメッセージを出力します。

・エラーメッセージ

コマンド処理の続行不可能な忿ラーであり処理を申止します。

“ｉ ｌ ｌ ｅ ｇ ａ’ｌ　 ｕ ｓ ｅ　 ｏｆ
9　3 ｝

文字列指定のための ’－’･め使用法に誤りがあります。（

なかったり同じ文字である、など）　　　　　　　　 ＼

“ １ １

１＊ｌ

ｌｅｇａｌ　ｕｓｅ　ｏｆ ＊ ゛ ”

の前に文字がない、後に数字がないなどめエラー。

“Ｓｔｒｉｎｇ２　ｎｏｔ　、ｎｅｃｅｓｓａｒｙ゛

“／Ｄ”指定時に、文字列２は指定山来ません。

Ｔ００ＬＳ－３６

の前後に文字が

' 乃

へ.=､-l,

･

へ 1 ･ . .

● I〃 _



･へ

Ｔ

例

“Ｍｉｓｓｉｎｇ　ｓｔｒｉｎｇ毒”

Ｓｔｒｉｎｇ井の指定がありません。（＃は１または２）

・警告メッセージ

メッセージの後何らかのコマンド処理を実行します。

“Ｗａｒｎｉｎｇ：　ｍｕｌｔｉ　 ｄｅｆｉｎｉｔｉｏｎ　　’？’

キャラクタ？が文字列中に２回以上指定されています（‘？’は実際指定された

文字が表示されます）。最初の出現時め対応で置き換えをおこないます。

Ｗ゚ａｒｎｉｎｇ：　ｓｔｒｉｎｇ２　１ｓ　ｌ ｏｎｇｅｒ

Ｒｅｓｔ　０,ｆ　 ｓｔｒｉｎｇ２　１ｓ　ｉｇｎｏｒｅ４”，　　　　　　　∧

単語単位の置き換えのとき文字列２が長く文字列１中に対応する文字が存在しま

せん。文字列２の長すぎる部分を無視して置き換えを行います。

Ｗ゚ａｒｎｉｎｇ：　ｓｔｒｉμｇ ｌ　 ｉ ｓ　ｌｏｎｇｅｒ

Ｒｅｓｔ　ｏｆ　ｓｔｒｉｎｇｌ　 ｗｉｌｌ　ｄｅ ｌ ｅ･ｔ ｅｄ”

単語単位の置き換えで文字列１が長すぎ文字列２中に対応する文字が存在しませ

ん。文字列１の長すぎる部分に対応する入力中の文字は削除されます。

A〉TR “ａ-z ’“斟Z ’ tｅｘt.ｃ回

（ファイルＴＥＸＴ．Ｃのアルファベットの小文字を大文字に置き換えコンソール

に出力します。）

A〉TR　 ／W /N “pｒintf（”“fpｒintf（ｓ tdeｒｒ” CTEXT. C 〉CTEXTI.C 回

（置 き 換 え の 結 果 を フ ァ イル に リダ イ レ ク ト す る場 合 ）

Ｔ００ＬＳ－３７



ＵＮＩＱ

書式

機能

解説

例

ＵＮＩＱ［／Ｈ］［／Ｎ］［／Ｃ］［〈ファイルスペック〉］

入力中の隣接する２行を比較し、それが同じである場合、２行目を出力しません。

入出力は標準入出力が用いられます。　　 ＼

ＵＮ Ｉ Ｑの機能はＳＯＲＴとの組合せで特に有効となります。ＳＯＲＴの結果をＵ

ＮＩＱフィルターにかける事により、同一行の連続出力を避けることができ、見易い

出力になるでしょう。

“／Ｃ”スイッチにより行頭にその行の出現回数が表示されます。　犬

“／Ｎ”スイヅチによりファイル名、行の出現回数を省きます。

A〉ｓｏｒt ぎfilel 〉file2 S　　　T

a〉ｕniq〈file2 〉liｓtl S

（以上のオペレーシｉ ンによりｆｉｌｅｌ の各行が辞書順にソートされ同一内容

の行が重複しないリストがｌｉｓｔｌ としてディスク上にっくられました。）

Ｔ００ＬＳ－３８
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ごう

'Ｔ

Ｖ ＩＥ Ｗ

書式

機能

解説

ＶＩＥＷ［／Ｈ］＿〈ファイル名〉

ファイルの内容を画面表示し、カーソル キー、その他のキーにより画面外も自由に見

ることができます。

“Ｖ Ｉ ＥＷ” コマンドを実行すると、〈ファイル名〉で指定されたファイルが先頭

から１画面分表示されます。以下カーソルキーの操作により、画面を上下自由にスク

ロールすることができ、１画面に納まらないファイルの内容をすべて見ることが可能

です。　　　　　　　　　　ｊ

カ ー ソル ア ップ キ ー

ダ ウ ン キ ー

ラ イ ト キ ー

レフ ト キ ー

カ ーソ ル キ ー の他 に

“Ｐ ”

“Ｎ ”

“Ｈ"

“Ｔ ”

５行上を表示

５行下を表示

８桁右を表示

８桁左を表示

前ページを表示

次ページを表示

ファイルの先頭を表示

ファイルの末尾を表示

の各キーにより表示部分を自由に移動できます。

また、“？’キーによりＶＩＥＷコマンドのサブコマンドのヘルプが表示されコマ

ンドを起動中に参照することができます。

“Ｑ”、“ｑ”、 ‥ Ｃ”又はＥＳＣキーによりＶＩＥＷコマンドから抜けられま丿1

す。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
ご

Ｔ ００Ｌ Ｓ－ ３９．



Ｗ Ｃ

書式

機能

解説

例

ＷＣ［／Ｈ］［／Ｐ 〈行数〉､］－ Ｅくファイルスペック）］

入力中の語数，行数，ページ数をカウントします。

入出力には通常標準入出力が用いられますが、入力には〈ファイルスペック〉によ

り、１つまたは複数のファイルの指定が可能です。

［／Ｐ 〈行数〉］により１ページ毎の行数を指定出来ます。デフォルトは６０行で

す。

ＷＣコマンドにおいては、文字、数字のブランクを含まない列（但し、　eg

等が閥にあっても連続とみなす）を１ワードとします。

それ以外のものは無視されます。

A〉ｌｃ ＊.ｄｏｃ図a.Doc

B.Doc

c.Doc

a〉
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う

ダハ

６　エラーメ|ツセージー覧　　　　　　　　　　　　 白 丿　　　 ‥　　 ト

ツールコマンドではすべてのエラーメッセージはコンソール画面にのごみ出力されます。

プリンターやファイルにエラーメッセージが出力されることはありません。

Ｂａｄ　ａｒｇｕｍｅｎｔ（十ｕｓａｇｅ）

アーギュメントの数に誤りがあっ鹿 り、卜不要なアーギｊ｡メシト=がコマンドライン中にあ

った場合このメッセージとともにユーセージを表示しコマンドを終了します。

jy ご 言 でに二⊇ぼ7:7 ．(白) ゜゙ ゛７に 尚) ゛

．

Ｂ

_

ａ（ｌ　ｈ６×３ｄｅｃｈ１１３ １ 

＿

１６進数の指定に誤りがあります。　　　　　 ＝　　　　　　　　　 尚

例　ｔｒ ‥“￥ Ｏ ｘ゛:。“Ｏａ”（ｘは１ ６進数とﾚし`て不適切なためエラーどなる）

Ｅｘ

‘

ｃｅｓｓｉｖ_ｅ　ａｒ-ｇｕｍｅｎｔ（ 十ｕｓａｇ_ｅ）

アーギュメントの数が多すぎます。複数のファイル名を 十゙’または

に指定したような場合このメッセージが表示されます。　　　 ‥‥‥‥

例･･Ｉ ｓ 。４ ．ｃ･ ＊。ｃダｏｍ ･＊｡･ｆｅ‥1　 く　 。･　　 フ　 ＼

で つ な が ず

Ｆｉｌｅ　 ｃ_ａｒｎ_ｏｔ　ｂｅ　ｃｏｐｉｅｄ　ｏｎｔｏ ｉｔｓｅｌｆ

ＭＥＮｕコマンドの　“ｃ”（コピー）コマンドでコピー先のフヅイル名がコピー元と

同一に指定された場合このメッセ=Ｊジを表示します。コピーはおこなわれずプt･ ンプトの

ファイル名はそのままで次の：コ々ンド待ぢとなります。　　　　 卜　　 ‥ ‥,‥‥ し

＜ファイル名＞　ｌ ｓ　ｎｏｔ　ａ ｈｒｘｆｉｌｅ

Ｔ００Ｌ ＆－ ４,１



ＢＳＡＶＥコマンドでＨＥＸファイルでないファイルを入力したとき6とこのメッセージ

でコマノンドを終了します。　　 十　　　　　　　　　　ダ　 ∧　　　　　　犬

匝･ 一 一 一 一一一 一一一一 一一 一 一　　　 一 一 一⊇

ｃ ｏｍ ｂ

こ 二 二 二 千

オプ シE･ ン ス イ ッチ の指 定 に 無 効 な 組 合 せ が あ り ま す． そ の 後 の 処 理 は コ マ ン ド に より

異 なり ま す． （Ｂ ＯＤ Ｙ 、 Ｍ Ｅ Ｎ Ｕ 、､Ｌ Ｓ の各 解 説 を 参 照 し て くだ さ い ） ‥‥‥‥ ‥

例　 ｌ ｓ　 ／ ｓ／ ｔ　　　　　　　　　 ＝　　　・ ．・ ．･･．．　　　　　　　 ・ ．．　　･･．･

__

ｌｎｖａｌｉｄ　㎡ｏ ｎ ｔ ｈ ｓｐｅｃｉ

卜 二

（十ｕｓａ

已

６
ＡＬコマンドで１～１ ２ の範囲以外で月の指定があった場合のメッセージ。

--･----------------------　　’　　　　　　　-- ●---●･-=Ｗ-■
土

上 土
巫 寸

オプションスイッチ中に不要なパラメータがあ･ります。　　　　　　　　 －

例えば ’／Ｈ’オプションなどのようにパラメータの不要なオプ・ショ∇ンにおいて ソIH･

などのように無効な文字や数字が指定｡されてる場合ユーセージとともにこのメッ｡セージを

表示しコマンドを終了します。

____

|Jll
｀'｢a l i d　k e'ｙ　11 ゛IIlb'.e l`'(-＋,ｕ ｓ ３ ｇ

パ　

。
∧　

…

……)

‥
‥‥

ＫＥＹコマンドにおいて１～１０･以外のフズアンクションキーナツ バーの：指定があ石だ場

合このメッセージでコマンドを終了します。卜複数のキーの指定のなかでひとつでも誤り･が

あった場合このエラーとなり処理を中止します。　　　　　　　　　　　　　　　　 ▽

一 一一一 一 一 一 一 一--　-- 一 一一 一 一 一一一
［lll

゛jli:d/ji il

ご √

ｅ

－

ｏ「
’
ｓ

＼
ｅ ｃ ｏ ｌｌ ｄ　 ｓ ｐ ｅ ｃ

万 

ｉ ｆ-ｉ ｅｄ （＋ｌＪ ｓ ３ ｇ ｅ
‾
）

Ｊ

ＳＬ Ｅ Ｅ Ｐｌｌ マ ント で ６ ０以 上 の 分 ま たは 秒Ｑ 指定 が あ
づた と き に こ の エ万ラ ーと な り ま

す。 た だ し、 時 のパ ラ メ ー タ省 略 時 の分い 峙 及 び 分 の パ ラメ ー｡夕 省 略 峙 の 秒 の 指 定 に は ６

０を 超 え た値 も許 され ま す 。

卜 谷二 二三⊇言二 三 。二‾‾‾‾･口

Ｔ００Ｌ Ｓ－４２

て 隋
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へ` ，

う 、

ＳＬＥＥＰコマンドの時刻指定（／Ａ指定時）で時、分のパラメータが共に省略された

ときこのエラーとなります。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Ｉ‥

卜 一一 一 一一一 一 一

ｉｓ “ ｏｔ ｄｉｇｉ ｔ （十゛ｓ ° ｇ ｅ） 

」

＼　 ダ ｊ ／

数字でパラメータを指定しなければならないオ? ″ションスイッチで数字以外を指定した

場合このエラーメッセージが表示されます。　　　　　　　　　　　　　　　　 づ

ｔ ＨＥＡＤ ソ Ｓ廿 ＦＧ ＼ ハ ニ　 ハ　 ダ

の場合　 “‘Ｆｌ　ｉ ｓ　ｎｏｔ　ｄｉｇｉ ｔ”と表示されます。　　　　 ………

ﾋ
ｉｓｓｉｎｇ ｐａｒａｍｅｔｅｒ （＋ｕｓ ａ ｇﾌﾋ゙ﾞ

）

≒

一一 一 一 一一　　-

ＩＩＥＡＤコマンドの‘／Ｌ･ オプションのように必ずパラメータが必要なところで指定

がないとこのメッセージでエラー終了となります。　　　　　　　　　　　　 ：　：

例　ＨＥＡＤ／Ｌ　 では　“Ｍｉｓｓｉｎｇ　ｐａｒａｍｅｔｅｔ= ﾌﾟin　 ‘／L ”

となります。　　　　　　　　　　　　　 十 六

匹 一一　　 一

y ｈ ｌｎｅｌｎｏ

こ　

ｆ,ｏｒ　 ｂｕｆｆｅｒ

ｌ

コマンドの実行に十分なメモリーを確保できなかった場合にこのメッセージを表示しコ

マンドを終了します。

Ｉ　
Ｆｉ ｊ ｅ　ｎｏｔ　ｆｏｕｎｄ：／　

↓

ファイルj名＞　

［

指定のファイルがディレクHJ 申に見つかりません。

千 千 … …

ＭＥＮＵコマンドの‘Ｒ’（リネーム）コマンドにおいて指定された新しいファイル名

がすでにデ４スク上に存在するフ1･｡イルと同一である場合にリネームエラーとなりプロン

プトのフフィル名はそのままで次のコマンド入力持ちとなります。

二 二

〇ｎｇ　「十ｕ

二 」　　
卜

ＴＲコマンドで２５５文字を超える文字列の指定があった場合､` またはＫＥＹコマンド

Ｔ００Ｌ’8-4３



のファプンクシ１ンキーヘの設定文字列が１５文字を超えた場合このメッセージを表示しコ

マンドの実行を終了します。　　　　　　 ▽　　 六 大

匡 一 一 一･- 一千 三

つ … …

ＫＥＹコマンドで文字列設定の書式にまちがいかある場合のエラーメッセージです。

例 ＫＥＹ ＦＩ．ＤＩＲ　　 ‥ ‥ ‥‥‥ ‥　　 、

ではファンクションキーナンバーと設定文字列の区切り4こカンマでなくピリオドが

使われているためこのエラーとなります。　　　　　　　　　　　 イ　　　　ハ

Ｉ
Ｕｎｋｎｇｗ

’
ｎ　ｓｗｉ ｔｃｈ　（十ｕ=ｓａｇｅ）| ∧　　　　

〉　　　　　　
ダ ∧

＼

無効なオプシ。ンスイッチが指定された場合のヱラーメフセージです。’　　 ノ

例 ＷＣ ／Ｋ　　　 ノ　 ハ･　　　　 レ

では、ＷＣコマンドのオプションに／Ｋは存在しないためこのエラーとなりこiマン

ドを終了します。　　　　　　　　　　　　 … ……＝

Ｔ００ＬＳ－４４
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八

つ

･f寸 １乗 ＭＳＸ－ＤＯＳ　Ｔ００ＬＳ　使用サンプル集

ＭＳＸ一Ｔ００ＬＳの、２つ以上のコマンドを舗み合せた例を、サンプルとしてここに

挙げます。

ここでは14あらかじめフロッピーに入っている、

ｓａｍｐｌｅｌ ．ｄｏｃ

ｓａｍｐｌｅ２．ｄｏｃ

ｓａｍｐｌｅ３．ｄｏｃ

および、ＭＳＸ－ＤＯＳ立ち上げ時に使われる、　　　　　　　　　　　　　 ∧

ｗｅｌｃｏｍｅ．ｄｏｃ

が、必要です。

また、ここで使用するフロッピーは、必ず、マスターからコピーしたものを、用いて下

さい。また、ライト プロテクト　ノッチはｏｆｆ（書き込み可能）としておいて下さい。

２つ以上のＴ００Ｌ Ｓのコマンドを用いた場合、コマンドからコ々ンドヘデー､夕を引き渡

すのに、中間ファイルを作ります。従って、ライトプロテクトスイッチをｏｎ（書き込み
不可）としておくと、中間ファイルが作れずにエラーとなってしまいます。

まず、サンプルとして付いてくるファイルの内容を見てみましょう。

Ａ＞ｔｙｐと　ｓ ａ．ｍｐＪｅｌ ．ｄｏｃ

と、タイプして見て下さい。　　　　　　　　 ＼

4
2
7
5
8
1
3
6

Ａ＞

と、表示されると思います。では、このファイルをソートしてみましょう。

Ｔ００ＬＳ－４５



Ａ＞ｓｏｒｔ　ｓａｍｐｌｅｌ ．ｄ Ｑｃ

1
2
3
4
5
6
7
R

ｙ

Ａ ＞

で は 、も う ち ょっ と 複雑 な こ と をし まし･よう 。　　　　　　　　 ・　　｡･I

い まソ ート し まし たが 、 た と えば ソ ート の 結 果 の う ち 、 最 初 か ら ３ つ め まで を

表示 さ せ る に は、 次 の 様 にし ま す。　　
■　■　Ｉ　

。　・　・　　　　　　　。　・

Ａ ＞ ｓ ｏ ｒ ｔ　 ｓ ａｍ ｐ ｌ ｅ ｌ ． ｄ ｏ ｃ

１： １
り
４

り
り

一

・

・

＠

り
４

り
り

ｈ ｅ ａ ｄ　 ／Ｌ ３

Ａ＞

ここで出てきたｈｅａｄコマンド（ファイルの先頭（はじめ）から、指定行だけ表示す

る。）について、もうすこし説明しますと、

まず、

Ａ＞ｄｉｒ　＊．ｄ（ｊｃ　　　　　　　　　　　 犬

で、拡張子が「ｄｏｃ」のファイルを見てみます。おそらく、WELCOME.DOC

SAMPLEI,DOC

SAMPLE2.DOC

SAMPLE3.DOC

の４つだと思います。そこで、たとえば

Ａ＞ｈｅａｄ　／Ｌ３　ｗｅ ｌ ｃｏｍｅ． ｄｏｃ

Ｔ００ＬＳ－４６
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つ

へ ，

と する と 、

1:

2:　　 ようこそ　ＭＳＸ一ＤＯＳ／Ｔ００ＬＳ　の　せかいへ

3:

のように表示されます。これは、このファイルのうえ（最初）から３行を表示した

ものです。では、　つぎに、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　犬　　　 Ｏ

Ａ＞ｈｅａｄ　 ／Ｌ５　＊ ．ｄｏｃ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　･づ

と　しますと、これは　このフロッピー上〔7〕（この場合はＡドライブの）全ての

ファイルのうち、拡張子にｄｏｃを持つもののファイルの初めから５行を、順に

表示します．　･･　.･･.・　.・　　　　　　　　　　　　　　　　　　..　　･.

wｅｌｃ０１１ｅ.dｏｃ
Ｉ

Ｑ
／
｀

３

４

５

よう こ そ　 Ｍ ＳＸ － Ｄ Ｏ Ｓ ／ Ｔ０ ０ Ｌ Ｓ　 の　 せか い へ

このたびは，ＭＳＸ一Ｔ００ＬＳを　おかいあげ
いただき　まことに　ありがとう　ございます．

samplel.doc
1: 4
2:2
3: 7

｣Ｑ

（
X
D

・

・

・

４
q
)

Ｑ

ｓａ叩le2.docl : 12345678902: 22345678903:

3234567890

4: 4234567890

5: 5234567890

ｓa叩le3.doc1: 2222 11

2: 3333

Ｔ００ＬＳ－４７



3: 4444

4: 1111

5: 2222

Ａ＞

いまは、これだけ（４つのファイルだけ）ですが、もっとファイルが多くなうて、

１画面に入らずに、スクロールアップして画面の上に消えて行ってしまう場合、

Ａ＞ｈｅａｄ　 ／Ｌ５　＊．ｄｏｃｌ　ｌ　ｍｏｒ ｅ

とすれば、」 画面１画面ごとにスクロールが止まって、見やすくなります。

さて、ｔａｉｌ（ファイルの後ろ（おしまい）から指定行だけ表示する。）でも指定の仕

方は同じです。

Ａ ＞ ｔ ａ ｉ 卜 ／Ｌ ５　 ＊ ． ｄ ｏ ｃ

でヽ 該 当 す る フ ァ イ ル （ こ こ で は 、 ｓ､ａｌｍ ｐｌ ｅｌ ． ｄ ｏ ｃ 、 ｓ ａｎｌｐ ｌ ｅ２ ． ｄ ｏ ｃ

ｓａ ｍ ｐ ｌ ｅ３ ． ｄ ｏ ｃ、 ｗ ｅｌ ｃｏ ｍｊｅ ． ｄ ｏ ｃ の ４ つ の は ず で す ） の フ ｙ イル の

お わり か ら ５ 行 を 順 に 表 示 し ます ．　　　　　　　　･･ ．･･･ ．　　．．・

14:

15:

16:

17:

18:

wｅl

と

の

し

cｏｍｅ.(10c

して　あります．　これらの　コマンlヾ を

うえ，より　たのしい　ＭＳＸ一ＬＩＦＥを

ください．

ｓamp191.doc
4: 5

5: 8

6: 1

7: 3

8: 6

sample2.dQc
4: 4234567890
5: 5234567890
6: 6234567890

おつかい

おすご

一 一 一 一 一 一Ａ Ｓ Ｃ Ｉ Ｉ　 Ｍ Ｓ Ｘ と う か つ ぶ

Ｔ００Ｌ Ｓ－４８
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こ

う

7: 7234567890

8: 8234567890  

ｓalllple3.doc

7: 3333

8: 6666

9: Hll

10: 8888

11: Ｔｍ

Ａ＞

これらのｈｅａｄ、ｔａｉｌこ二1マントは、「どのファイルだったかな一＝」という

ときに、非常に役に立ちます。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ＼

また、ファイルの最初の方に、ファイルを作った日にちや、バージき51ン、作者の名前

などを書いておけば、ｈｅａｄコマンドにより、すぐに見つけ出す事が出来ます。

ここまで読んでこられたあなたなら、次の例も容易に理解できるでしょう。＼

Ａ＞ＳＯＲＴ　ＳＡＭＰＬＥ３．ＤＯＣ　Ｊ　ＨＥＡＤ　 ／Ｌ４　 １　ＭＯＲＥ

つぎに、同様にファイルの中を見るコマンドで、ＤＵＭＰコマンドを使った例をあげ

ましょう。

Ａ＞ＤＵＭＰ　 ｓ ａｍｐ ｌ ｅ ｌ ． ｄｏｃ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 パ

0000 : 34 0D OA 32 0D OA 37 0D OA 35 0D ･OA 38 0D OA 31 4. ｡2 ‥7.｡5‥8.‥　　　ダ0010

: OD OA 33 0D OA 36 0D OA IA.　　　　　　　　　　　　｡｡3.｡6..

Ａ＞

とのように、ファイルの内容を１６進とアスキｒ コードで表示します。上の例では、

３４が数字の４、ＯＤがキャリッジリターン（改行）、ＯＡがラインフィード（１行

送り）。。。。となっています。ＩＡはファイルの終わりを表します。そのため、つぎの

バイトから先は表示されません。先ほどのＨＥＡＤコマンドと組み合せると、下の様にな

ります。

Ａ ＞Ｄ Ｕ Ｍ Ｐ　 ｓ ａ ｍ ｐ ｌ ｅ ｌ ． ｄ ｏ ｃ　 ｌ　 ＨＥ Ａ Ｄ　 ／Ｌ ｌ

ｓａｍｐｌｅｌ．ｄｏｃ

Ｔ００ＬＳ－４９



1 : 0000 : 34 0D OA 32 0D. 0A 37 0D OA 35 0D OA 38 0D OA 31 4..2..･7..5..8..I

A ＞

最後に、Ｍ８０、Ｌ８０、ＢＡＳＩＣを組み合せて使用した例を示します。

ここでは、

ＳＥＡＲＣＨ．ＭＡＣ

ＳＥＡＲＣＨ．ＢＡＴ

ＳＥＡＲＣＨ．ＢＡ

の７つのファイルが必要となり

これは、ＳＥＡＲＣＨ．ＢＡＴと

Ｓ

ま
言

タ

タ

す 。

Ｍ ８ ０ ．

Ｌ ８ ０ ．

ＣＯＭ

ＣＯＭ

少

少

ＬＩＳＴ√ＣＯＭ

ＢＳＡＶＥ．ＣＯＭ

うバッチファイルを使って実行するようにな,つてい

ます。まず、使用するファイルの内容を見てみましょう。

A ＞ Ｔ ＹＰ Ｅ　 ＳＥ Ａ Ｒ ＣＨ.BATm80

＝sｅａrch　　　　　　｡｡

180 /p:d000, ｓｅａrch,ｓｅａｌ゙ ch/n/χ/eb

ｓａｖｅ ｓｅａrch,he χ ンｓｅａrch.bin

baｓic ｓearch.ba ｓ

動作の説明（これはﾌｧｲXIには入ってません）search.

訓ａｃをアセンブルする　　　 ，
アセンプルした結果をリンガーに通す

リンカーの出力をバイナリーファイルにするba

ｓic上でｓearch.baｓを実行する

Ａ＞

最初の３行で、ＳＥＡＲＣＨ．ＢＩＮが作られ、ｂａｓｊｃプログラムのＳＥＡＲＣＨ．
ＢＡＳの中で、これがメモリーにロードされ、使われます。ですから、Ｌ８０．ＣＯＭを

実行する際に、＆ｈＤ０００ｈからロードするように指定しています。（／ｐ：ｄ０００

の部分）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ＼

つぎに、ＳＥＡＲＣＨ．ＢＡＳの内容を見てみましょう．このＳＥＡＲＣＨ．ＢＡＳは、
ＢＡＳＩＣ上の中間言語ファイルとなっていますので、このままＴＹＰＥコマンドで見る

ことは出来ません．そこで、ＬＩＳＴコマンドを使って、内容を見ます．( ちなみに、中

間言語ファイルの方が、ディスク上のスペース.を取りません．)
．．･

・
・．．．･　　　　････

Ａ＞ＬＩＳＴ　 ＳＥＡＲＣＨ．ＢＡＳ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ﾚ.110 CLEAR 300,&HCFFF:

BLOAD”SEARCH.BIN”: DEF USR＝&IH)000　　　　　　　 ＋

120 DIFA$(100):N ＝O: |＝0: A$(N)＝MID$(USR(CHR$(O)+”????????DOC”)､2,8)　 ＋

1301F A$(N) Ｏ”” TIIEN N＝Nfl: AS(N)＝MID$(USR(””)､2,8):GOT0130

140 1FAS(|) ＝””THEN BEEP: END

･Ｔ００ Ｌ Ｓ７ ５０

二

う
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口

∩

150 GOSUB 170　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 二160
1＝1+1: GOT0 140　　　　　　　 ＞ 1 ／　　　　　　　　　　　　　　∧

170 に　　　　　　　　 ＼　　　･･
180 B$＝A$(|)+”.DOC”: OPEN B$ FOR INPUT AS 11　　　二　　　　･1
190 PRINT SPC(8);”ﾌｧｲJLytﾏljl:”;B$
200 1F EOF(1)THEN CLOSE: PRINT SPC(8);B$;”ナtｲﾖｳﾘﾋｮｳ ｼﾞｼﾏｼﾀ.”:RETURN210 1NPUT 11,C$　

..　　　　　　　　 ダ　　　 レ
220 PRINT C$　　 ハ　　　　　　　　　　 ニ
230 GOT0 200

A ＞　I.

さ て 、 Ｓ Ｅ Ａ Ｒ Ｃ Ｈ ． Ｂ Ａ Ｓ も 、 説 明 し て お き ま し ょ う 。 こ の プ ロ グ ラ ム は 、 ２ つ の 部

分 に 分 け ら れ ま す 。 そ れ は 、 １ １ ０ 行 か ら １ ６ ０ 行 の 部 分 と 、 １ ？ Ｏ 行 か ら 終 り ま で で す 。

こ の う ち 、 １ １ ０ 行 か ら １ ６ ０ 行 ま で が Ｓ Ｅ Ａ Ｒ Ｃ Ｈ ． Ｂ Ｉ Ｎ を 使 用 し た 部 分 で 、 こ の

Ｂ Ａ Ｓ Ｉ Ｃ プ ロ グ ラ ム の 重 要 な 部 分 で す 。 １ １ ０ 行 は 、 機 械 語 の エ リ ア を 確 保 し て 、=（ ＆

Ｈ Ｄ ０ ０ ０ ｈ か ら 上 ） そ こ に Ｓ Ｅ Ａ Ｒ Ｃ Ｈ ． Ｂ Ｉ Ｎ を ロ ー ド し ま す 。 そ し て Ｓ Ｅ Ａ Ｒ Ｃ Ｈ ．

Ｂ Ｉ Ｎ の 実 行 開 始 番 地 を ＆ Ｈ Ｄ
１
０ ０ ０ と し ま す 。

１ ２ ０ 行 で は 、 文 字 配 列 Ａ Ｉ を 宣 言 し 、 Ｓ Ｅ Ａ Ｒ Ｃ Ｈ ． Ｂ Ｉ Ｎ に ” ？ ？ ？ ？ ？ ？ ？ ？ Ｄ

Ｏ Ｃ ” （ つ ま り ” ＊ ． Ｄ Ｏ Ｃ ” ） の 指 定 を し て 、 デ ィ ス ク の 中 か ら 最 初 に 該 当 す る フ ァ イ

ル 名 を Ａ Ｉ （ Ｏ ） に 代 入 し て い ま す 。 ま た Ｉ と Ｎ に Ｏ を 代 人 し て 、 初 期 設 定 を し て い ま す 。

１ ３ Ｑ 行 で は 、 デ ィ ス ク の フ ァ イ ル 名 の 中 か ら 、 ” ？ ？ ？ ？ ？ ？ ？ ？ Ｄ Ｏ Ｃ ” に 該 当 す

る フ ァ イ ル 名 を す べ て 、 文 字 配 列 Ａ 釧 こ順 次 代 人 し ま す 。 フ ァ イ ル 名 を 得 る た め に 、 Ｓ Ｅ

Ａ Ｒ Ｃ Ｈ ． Ｂ Ｉ Ｎ を 繰 り 返 し 実 行 し て い ま す 。 （ Ｕ Ｓ Ｒ （ ” ” ） ） Ｓ Ｅ Ａ ．Ｒ Ｃ Ｈ ． Ｂ Ｉ Ｎ

ば ” を 指 定 さ れ る と 、 後 続 の フ ァ イ ル 名 を 順 次 返 す よ う に な っ て い ま す 、 ま た 該 当 す る

フ ァ イ ル が な い 場 合 に は 、ﾇyﾀﾀ　（ ヌ ル ス ト リ ン グ ） を 返 す よ う に な っ て い ま す 。

こ の 時 点 で 、 文 字 配 列 Ａ Ｉ の 中 は 次 の よ う に な り て い ま す 。

Ａ 串 （ Ｏ ）　 ＝　 ” Ｗ Ｅ Ｌ Ｃ Ｏ Ｍ Ｅ ”

Ａ 雷 （ １ ）　 ＝　 ” Ｓ Ａ Ｍ Ｐ Ｌ Ｅ Ｉ ”　　　　　　　　　　　　　　
パ

Ａ ＊ （ ２ ）　 ＝　 ” Ｓ Ａ Ｍ Ｐ Ｌ Ｅ ２ ”　　　　　　　 ミ

Ａ 串 （ ３ ）　 ＝　 ” Ｓ Ａ Ｍ Ｐ Ｌ Ｅ ３ ”

Ａ ＊ （ ４ ）　 ＝　ﾀﾀ ９　　　　　　　　　　　　　　　
Ｉ
，　　　 ； 。：　　・　　Ｉ･・　　。　　・

Ｉ

１ ４ ０ 行 で は 、 文 字 配 列 Ａ Ｉ の 中 身 が ” ” （ ヌ ル ス ト リ ン グ ） で あ れ ぱ 、 こ の プ ロ グ ラ

ム を 終 了 し ま す 。 今 こ こ を 最 初 に 通 る と き に は 、 Ｉ ＝ Ｏ で す か ら 、 Ａ ポ （ Ｏ ） ＝ ” Ｗ Ｅ
ｉＬ

Ｃ Ｏ Ｍ Ｅ ” と な り 、 先 へ と 進 み ま す 。 Ｉ ＝ ４ の と き に 、 Ａ 串 （ ４ ） ＝ ” ” と な り 、 終 了 し

ま す 。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ‥‥ ‥‥

１ ５ ０ 行 は 、 １ ７ ０ 行 以 下 の サ ブ ル ー チ ン を 呼 ん で い ま す （ １ ７ ０ 行 へ い き 、７Ｒ Ｅ ｉ`  Ｕ

Ｔ００ＬＳ－５１



ＲＮ文で帰ってくる）

１６０行では、Ｉの値を１増やし、１∠１０行へと飛びます。１４０行と１６０行により、
Ｉの値をＯ、１、２、。。。と増やして、つまり文字配列Ａ 帛のファLイル名をつぎつぎと

変えながら実行していくわけです。

」 ７０行以降は、まとめて説明しますと、

Ｂ 剔こ文字配列ＡＩ からファイル名を代入して、そのファイルをシーケンシャルファイル

としてオープンし、ファイルの内容を画面に表示して、表示する内容が無くなったらＲＥ

ＴＵＲＮ文により１５０行に帰る、というものです。

従って、１２０行の”？？？？？？？？ＤＯＣ”と、１７０行以降を変える事により、

「ディスクのファイル名を得て、それを元にして何かする」というプログラムが簡単に出

来るのですO　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　I　　　　　　
ﾌ。゚

では、実行です。と言っても､ ＼ただ見ているだけで、アセンブルがらＢＡＳＩＣの実行

まで、全部バッチファイルがやってくれます。　　　 ＼　 二

お買い上げ頂いたマスターフロッピーからのコピーをお使いください。　｡　　　･･II¶　・

A ＞Ｓ Ｅ Ａ Ｒ Ｃ Ｈ

Ａ＞||180＝search･

(ＳＥＡＲＣＨ．ＢＡＴを実行)

Nｏ Ｆａtal errｏr（ｓ）

Aン180 /p:d000,ｓｅａrch,ｓｅａrch/n/χ/ｃ･

MSX,L-80 1.00 01-Apr-85　 （C ）1981 ，1985 MicrｏｓoftData　

D000　　DOA7　　〈　167＞

43403 Bytｅs Frｅｅ

［0000　DOA7　　　208 ］

A＞bｓａｖｅ search.heχ＞search.bin

col!plet,e

A＞baｓic sｅａrch.baｓ

（ここで画面が消えて，ＢＡＳＩＣが立ち上がる）

ＳＥＡＲＣＨ．ＢＡＳを実行する。 ＝

Ｔ００ＬＳ，５２
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T

う

どうでしたか。　あまりにすいすいと実行してしまうので、よくわからなかったと思い

ます。そのときは、ＣＡＬＬ　 ＳＹＳＴＥＭとタイプして、ＭＳＸ－ＤＯＳにもどり、も

う一度ＳＥＡＲＣＨ．ＢＡＴを実行してみてください。また、ＳＥＡＲＣＨ．ＢＡＳにつ

いて、もっと詳しく動作を追って見たい方は、ＢＡＳＩＣ上でＴＲＯＮコマンドを実行し

た上で､しＲＵＮしてみてください。ＳＥＡＲＣＨ．ＢＩＮはもう作られていますので、今

度は、

Ａ ＞ ＢＡ Ｓ Ｉ Ｃ

（ ＢＡ Ｓ Ｉ Ｃ が 立 ち 上 が る ）

Ｌ ＯＡ Ｄ ” ＳＥ Ａ Ｒ Ｃ Ｈ ． ＢＡ Ｓ”

から　始めることができます。

Ｔ００ＬＳ－５３
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